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 はじめに 
 七飯町地域公共交通計画作成の背景と目的 

近年の地域公共交通を取り巻く環境は、人口減少、少子高齢化の進展、自家用車の普及など社会情勢

の変化に伴う利用者の減少や、慢性的な人手不足による運転手の高齢化など、極めて厳しい状況となっ

ています。 

こうした中、地域公共交通を維持・存続していくためには、交通事業者の経営努力のみならず行政、

住民、団体、企業など、地域全体が課題をあらためて認識するとともに、地域一体となった利用促進の

取組が欠かせません。 

また、国の動向では、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部を改正する法律が、令和

２年６月３日に公布、同年１１月２７日に施行され、全ての地方公共団体において地域交通に関する基

本計画となる地域公共交通計画の策定が努力義務化されました。 

このような背景のもと、七飯町における今後の少子・高齢化の進展を見据え、かつ、より良い公共交

通施策の展開に向けて、鉄道、路線バス、タクシーなど既存交通手段に加え、新たな交通手段の可能性

を含めた総合的な交通体系の形成や住民をはじめとする人々の移動の利便性を向上させ、持続可能な

地域公共交通ネットワークの形成を目指し、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく「七

飯町地域公共交通計画」を作成します。 

 

 計画の区域 
計画区域：七飯町全域 

 

 計画の期間 
計画期間：令和４年１０月から令和９年１０月まで（５年間） 
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 上位・関連計画の整理 
本章では、七飯町の上位関連計画として、国や道の公共交通に係る法や指針の他、総合計画を上位計

画として整理するとともに、総合戦略や都市計画マスタープランなどを関連計画として位置づけ、整理

しました。 

 

 上位計画の整理 
 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（令和２年１１月２７日 一部改正施行） 

法 の 目 的 

地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資するよう地域公共交通の活性化及

び再生のための地域における主体的な取組及び創意工夫を推進し、個性豊かな活力に

満ちた地域社会の実現に寄与することが目的 

法 の 概 要 

※詳細は本町

に係る記述

のみ掲載 

(１)地域が自らデザインする地域の交通 

〇地方公共団体による「地域公共交通計画」の作成 

・「地域公共交通計画」の作成を努力義務化 

・従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客運送、

福祉有償運送、スクールバス等）も計画に位置付け 

・定量的な目標（利用者数、収支等）の設定、毎年度の評価等 

〇地域における協議の促進 

 

(２)地域の移動ニーズにきめ細かく対応できるメニューの充実 

〇輸送資源の総動員による移動手段の確保 

・維持が困難となったバス路線等について、多様な選択肢を検討・協議し、地域に

最適な旅客運送サービスを継続 

・過疎地等で市町村等が行う自家用有償旅客運送の実施の円滑化 

〇既存の公共交通サービスの改善の徹底 

・利用者目線による路線・ダイヤの改善、運賃の設定等を促進 
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 北海道交通政策総合指針 

計 画 期 間 平成３０年度（2018 年度）から令和１２年度（2030 年度） 

交通ネットワ

ーク形成の基

本的な考え方 

〇世界をひきつけ、地域の未来を創る交通ネットワークの実現 

・４つの基本方向：①交流人口の拡大、②ストレスのない移動、③安全・安心な地域

社会、④防災機能の強化 

・令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までに推進する重点戦略を設定 

１．シームレス交通戦略 

２．地域を支える人・モノ輸送戦略 

３．インバウンド加速化戦略 

４．国際物流拡大戦略 

５．災害に強い交通戦略 

６．ウィズコロナ戦略 

ポストコロナ

を 見 据 え た 

重 点 戦 略 

※2025 年度ま

での推進施

策 

１．シームレス交通戦略 

■交通インフラとデジタルサービスが連動した利便性の向上 

・利便性の向上に向け、交通モード間の接続性を高めるダイヤの見直しや案内・

誘導表示板の改善、道路ネットワークなどの交通インフラ整備と、自動運転や

多様な地域サービスを取り入れたＭａａＳ等が連動することで、より一層効果

が高められるよう、一体的に取組を進める。 

■公共交通の利用定着に向けた地域全体の意識改革 

・公共交通の需要拡大と利用定着に向け、通勤時等におけるノーカーデーの推進、

マイレール意識の醸成のほか、教育や啓発によるモビリティ・マネジメントの

普及、高齢者が免許返納しやすい環境づくりなどの取組を進める。 

２．地域を支える人・モノ輸送戦略 

■地域における最適な交通モードの検討 

・過疎地域等において輸送資源が限られる中、従来の公共交通サービスに加え、

自家用有償旅客運送や福祉輸送、スクールバスなど、地域における輸送資源を

総動員した上で最適な交通モードの検討を進め、空白エリアにおけるデマンド

交通等により、買い物や通院等の日常生活における移動を支援するなど、地域

の実情を踏まえた持続可能な旅客運送サービスの確保に向けて取り組む。 

３．インバウンド加速化戦略 

■感染症の状況を踏まえた段階的な誘客 

・感染症の状況を踏まえ、道民による道内旅行の再発見、国内旅行の需要喚起、

海外市場ターゲットの適時見直しを行うなど旅行者比率のリバランスを図りな

がら、段階的な誘客を図る。 

■道内航空路線と空港間移動手段の充実 

・道内空港を一つの空港のように見立てた「大北海道空港（マルチゲートウェイ

エアポート）」を推進し、１３空港の活性化に向けたプロモーションの実施や複

数空港の利用促進、空港運営事業者や交通事業者、観光事業者等との連携によ

る二次交通情報の発信など、道内周遊の促進に向けた取組を進める。 
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ポストコロナ

を 見 据 え た 

重 点 戦 略 

※2025 年度 

までの推進

施策 

６．ウィズコロナ戦略 

■コロナ禍で失われた交通需要の回復 

・交通需要の回復及び交通事業者における感染拡大防止策の徹底を図るため、「新

北海道スタイル」に取り組む交通事業者が実施する乗り放題乗車券等の販売を

支援するとともに、交通事業者による感染拡大防止の取組等について、積極的

な広報活動を展開する。 

■非接触型サービスの拡大による移動の質の向上 

・オンラインによる予約や事前決済、電子チケット機能、QRコードを活用したキ

ャッシュレス化など、MaaS 等による非接触型サービスの拡大により、感染リス

クの低減を図りながら、移動の質の向上に向けて取組を進める。 

■社会背景・住民ニーズを踏まえたサービス持続性の確保 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響による社会背景・住民ニーズを踏まえ、

社会的距離を保つ上で生まれる空間の有効活用策や新技術を活用した収益構造

の改善、量×質の追求など、サービス持続性の確保に向けて取組を進める。 
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 第 5次七飯町総合計画（令和 2年度中間見直し） 

計 画 期 間 後期：令和３年度（2021 年度）～ 令和７年度（2025 年度） 

基 本 理 念 

及 び 将 来 像 

○基本理念 

福祉の充実と支え合い、優れた自然・景観の活用、調和のとれた産業振興と交流、

対話と協働による課題解決 

○将来像 

 さらに優しく、たくましく  笑顔あふれる未来をめざして 

基 本 目 標 

１．安全・便利なまち   ～生活基盤分野 

２．快適なまち      ～環境保全分野 

３．ふれあい・安心のまち ～保健・医療・福祉分野 

４．育むまち       ～子育て・教育・文化分野 

５．活気とにぎわいのまち ～産業振興分野 

６．ともに歩むまち    ～行財政分野 

公共交通に係

る 基 本 目 標 

及び施策目標 

基本目標１ 安全・便利なまち～生活基盤分野 

施策１―１ 道路・交通ネットワークの整備 

《目標》町内地域間の連携強化と広域的アクセスの向上、安全性・利便性の向上に

向け、道路網の計画的な整備を推進するとともに、住民の身近な地域公共交通機関

の充実を図ります。 
 

主 要 な 施 策 

施策１―１ 道路・交通ネットワークの整備 

１．幹線道路・生活道路の整備 

２．道路維持の充実 

３．除排雪体制の充実 

４．公共交通網の確保 

《取組の内容》鉄道及び路線バスともに、住民の足としての重要性を認識し、効率

的な運行について事業者と協議を重ねつつ利用の促進に努めるなど、路線の維持存

続に向けて強く働きかけていくとともに、新型コロナウイルスなどの感染予防対策

についても、情報共有を図ります。 

５．地域公共交通の計画的な運用 

《取組の内容》地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の規定に基づき、七飯

町地域公共交通活性化協議会を立ち上げ、地域公共交通を確保し、持続的に提供す

るための地域公共交通計画の策定に向けた議論を開始します。 
 

その他関係す

る主要な施策 

基本目標５ 活気とにぎわいのまち 

施策５－３ 観光の振興 

５．観光による経済効果の全町への波及（二次交通の充実） 

６．道の駅の振興に伴う地域経済の活性化（道の駅なないろ・ななえの振興） 
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 関連計画の整理 
 第 2期七飯町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 

計 画 期 間 
人口ビジョン：平成２８年（2016 年）策定、令和２年（2020 年）改訂 

総合戦略（第２期）：令和２年度（2020 年度）～ 令和６年度（2024 年度） 

総 合 戦 略 の 

基 本 目 標 

1. 子どもを安心して産み育てられる 

2. 住み続けたいと思える生活環境を整える 

3. 食や観光をはじめとする力強い産業と雇用の場をつくる 

4. 七飯町らしさを活かして人を呼び込み・呼び戻す 

公共交通に係

る基本目標と 

具体的な施策 

基本目標 2 住み続けたいと思える生活環境を整える 

④地域における交通ネットワークや買い物の利便性の確保 

《施策の概要》生活に欠かせない交通手段である鉄道や路線バス等の確保の観点か

ら、各関係機関と連携を図りその維持に努めるとともに、将来にわたって持続可能

な公共交通網を構築し町民の利便性の向上及び利用促進に努めます。 

【推進施策】 

■地域の実情に応じた交通ネットワークの維持・確保 

生活交通路線維持事業：バス事業者に対する路線系統運行補助を実施 

【重要業績評価指標（KPI）】 

 町内を走るバス系統数：15系統（H30）⇒15 系統を維持（R6） 
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 七飯町都市計画マスタープラン 

計 画 期 間 令和３年度（2021 年度）～ 令和２２年度（2040 年度） 

都 市 計 画 の 

進 む 方 向 性 

◆地域と地域、拠点と拠点が相乗効果を発揮するまちづくり 

◆人と自然のふれあうまちづくり 

◆将来にわたり快適・便利なまちづくり 

◆自助・共助・公助が連携するまちづくり 

将来都市構造 

交通軸の設定 

①広域連携軸（広域幹線：鉄道・道路） 

②地域連携軸（幹線道路） 

③都市生活軸（補助幹線道路） 

都 市 施 設 の 

配置構想及び 

整備ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

４―１ 交通施設 

◆都市計画道路等の整備促進、長期未着手道路の見直しを含めた整備計画の再検討 

◆公共交通サービスの維持・向上 

【北海道新幹線】 

道央圏や東北圏、及び首都圏との結びつきにおいて、社会的にも経済的にもその影

響は大きくなるものと考えられ、在来線鉄道や他交通機関との有機的結合を図るこ

とは、我が国の高速交通ネットワークを形成する重要な交通施設として位置づけら

れています。 

【JR 函館本線】 

市街地と函館、大沼国定公園等を結ぶ主要路線であり、北海道新幹線との連携や、

利便性の高い運行形態を要請していきます。 

【バス路線】 

特に高齢者や通学者にとって必要なものであり、利用促進のためと広域幹線道路で

ある一般国道 5 号沿道の土地利用と連動した交通結節点の整備及び機能強化を進

める各施設（病院・学校等）へのアクセスの向上、運行路線の見直し、停留所の適

切な配置など、地域住民のニーズに合った効率的な運行について要請していきま

す。 

◆通学路をはじめ安全・快適な歩行空間の整備検討 

公 共 交 通 に 

係る地域別構想 

【整備方針】 

町内及び都市間のバス交通の利便性を向上させるため、地域公共交通の取り組み推

進とともに、公共交通結節点であるＪＲ七飯駅の周辺において、バス待合環境の改

善整備を検討していきます。（本町地域） 

北海道新幹線札幌延伸を契機とする、並行在来線への対応を見据えた地域内交通網

の在り方について検討を進めます。（本町地域、大中山・大川地域） 
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七飯町都市計画マスタープランにおける将来の都市構造 

 
出典：七飯町都市計画マスタープラン 

図 ２－１ 将来都市構造図（都市計画・準都市計画区域） 
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出典：七飯町都市計画マスタープラン 

図 ２－２ 将来都市構造図（行政区域） 
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七飯町都市計画マスタープランにおける土地利用の基本方針 

 
出典：七飯町都市計画マスタープラン 

図 ２－３ 土地利用方針図 

  



１１ 

 

 七飯町立地適正化計画 

計 画 期 間 令和３年度（2021 年度）～ 令和２２年度（2040 年度） 

誘 導 方 針 

１．あらゆる世代が安心・安全に暮らせる住環境整備 

２．賑わいあふれる市街地整備と魅力ある拠点の創出 

３．地域や拠点を結ぶ利用者ニーズに合わせた交通ネットワーク形成 

公 共 交 通 に 

係る誘導施設 

必要な都市機能：交通結節点機能 

都市機能増進施設：JR駅舎、バスターミナル、バス待合所 

公 共 交 通 に 

係る誘導施策 

誘導方針 3 地域や拠点を結ぶ利用者ニーズに合わせた交通ネットワーク形成 

誘導施策 

【生活交通路線維持事業】 

鉄道及び路線バスともに、住民の足としての重要性を認識し、効率的な運行につい

て事業者と協議を重ねつつ利用の促進に努めるなど、路線の維持存続に向けて強く

働きかけていきます。 

【バス等の乗り継ぎ利便性の向上】 

バスやタクシー事業者との協議により、高速バスと路線バスとの乗り継ぎを意識し

た運行を促すなど利便性の向上をめざします。 

【バス発着の情報伝達の向上】 

利用者にとって、バス発着の情報や他の交通機関への連絡情報がわかりやすくなる

よう、事業者等と協力して公共交通の利用促進をめざします。 
 

 

  



１２ 

 

七飯町立地適正化計画における都市機能誘導区域の設定 

 
出典：七飯町立地適正化計画 

図 ２－４ 本町地域の都市機能誘導区域 

  



１３ 

 

 
出典：七飯町立地適正化計画 

図 ２－５ 大中山・大川地域の都市機能誘導区域 

 

  



１４ 

 

七飯町立地適正化計画における居住誘導区域の設定 

 
出典：七飯町立地適正化計画 

図 ２－６ 居住誘導区域図 

  



１５ 

 

 七飯町強靭化地域計画 

計 画 期 間 令和２年度（2020 年）～ 令和７年度（2025 年） 

強靭化の目標 

①人命の保護が最大限図られること 

②町及び社会の重要な機能が致命的な障害を受けず維持されること 

③町民の財産及び公共施設に係る被害の最小化 

④迅速な復旧復興 

リ ス ク 区 分 

１．人命の保護、２．救助・救急活動等の迅速な実施、３．行政機能の確保、 

４．ライフラインの確保、５．経済活動の機能維持、６．二次災害の抑制、 

７．迅速な復旧・復興等 

公 共 交 通 に 

係るリスク想定 

リスク区分４ ライフラインの確保 

４－４ 町外との基幹交通及び地域交通ネットワークの機能停止 

脆 弱 性 

評 価 結 果 

■交通ネットワークの整備 

・大災害時に、避難や物資供給、救援救急活動などを迅速に行うためには、交通の

分断を回避し、防災拠点間を結ぶ移動の代替性を確保することが重要であり、緊急

輸送道路、避難路等のネットワーク化を進める必要がある。 

■道路施設の防災対策、耐震化、老朽化対策 

施 策 

プ ロ グ ラ ム 

■交通ネットワークの整備 

・災害時における広域交通の分断を回避するため、高規格幹線道路と中心市街地を

連結するアクセス道路の整備をはじめ、地域高規格道路や緊急輸送道路、避難路等

の整備を計画的に推進する。 町道改良率：74.4％（R1）⇒75％（R7） 
 

 

  



１６ 

 

 七飯町観光振興計画 

計 画 期 間 平成２７年度（2015 年度）～ 令和７年度（2025 年度） 

観光の諸課題

に向けた対策 

１．町の認知度不足への対策 

２．滞在型観光の促進に向けた対策 

３．外国人観光客の受入環境の整備に向けた対策 

４．通年型観光の促進に向けた対策 

５．観光による経済効果の全町への波及に向けた対策 

移 動 手 段 に 

係る推進施策 

及び数値目標 

対策５ 観光による経済効果の全町への波及に向けた対策 

取組：二次交通の充実化による周遊促進 

１）「はこだて旅するパスポート」の利用促進 

利用者数： 1,200 人/年（H26）⇒ 2,500 人/年（目標年度） 

２）観光周遊バスの利用促進 

事業者等への観光情報発信： なし（H26）⇒ 12 回/年（目標年度） 

３）JR プランの充実 

JR 北海道への観光情報発信： なし（H26）⇒ 12 回/年（目標年度） 

 

 七飯町高齢者保健福祉計画・第 8期介護保険事業計画 

計 画 期 間 令和３年度（2021 年度）～ 令和５年度（2023 年度） 

基 本 理 念 
いつまでも住み慣れた地域で 

支え合って 元気に暮らすまちをめざして 

基 本 目 標 

１．生き生きと暮らせるまち 

２．介護が必要になっても大丈夫なまち 

３．安心して暮らせるまち 

移 動 手 段 に 

係る推進施策 

基本目標２ 介護が必要になっても大丈夫なまち 

２．在宅生活の支援 

取組：外出支援サービス事業 

《内容》外出が困難な高齢者等に対し、移送車両により利用者の居宅と各種サービ

スを提供する場所、医療機関などの間を送迎します。 
 

数 値 目 標 

外出支援サービス事業の数値目標 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実人員 15 20 25 

実回数 250 300 350 
 

 

  



１７ 

 

 地域公共交通計画の位置付け 
２－１上位計画及び２－２関連計画で整理した内容を踏まえ、七飯町地域公共交通計画の位置付け

を整理します。 

 

 
 

図 ２－７ 七飯町地域公共交通計画の位置付け 

  

七飯町地域公共交通計画
令和４年１０月～令和９年１０月

連携

第２期七飯町まち・ひと・しごと
創生人口ビジョン・総合戦略

人口ビジョン：平成２２年策定、令和２年改訂
総合戦略：令和２年度～令和６年度

関連計画

七飯町強靭化地域計画
令和２年度～令和７年度

七飯町都市計画マスタープラン
令和３年度～令和２２年度

七飯町立地適正化計画
令和３年度～令和２２年度

七飯町観光振興計画
平成２７年度～令和７年度

七飯町高齢者保健福祉計画・
第8期介護保険事業計画
令和３年度～令和５年度

上位計画地域公共交通の活性化及び
再生に関する法律

北海道交通政策総合指針
平成30年度～令和12年度

整合

第５次七飯町総合計画
（令和２年度中間見直し）



１８ 

 

 七飯町における地域・公共交通の現状 
 地域の現状 

 位置 

七飯町は、北海道渡島半島の南部に位置し、216.75 ㎢の面積を有する町です。北方は宿野部川

を境に森町に、北東は雨鱒川を境に鹿部町に、南東は横津岳の山頂より蒜沢川を境に函館市に、平

野部の西方は北斗市にそれぞれ接しています。 

町域は大沼トンネルを境に北部と南部に分かれ、北部の大沼地区には駒ヶ岳や大沼等を擁する

大沼国定公園があり、ＪＲ大沼駅・大沼公園駅周辺は市街地が形成されており、その周囲には農業

地帯が広がっています。南部の国道沿線は市街地として開発が進んでいますが、西方の平野部は水

田、東方の丘陵地帯は畑作・果樹園として利用されています。 

交通については道路、鉄道のほか海上交通における函館港、空路における函館空港などの、交通

手段が充実し、道南の交通結節点という立地条件となっています。 

 

 
図 ３－１ 位置 

  



１９ 

 

 七飯町における人口推移 

七飯町の人口は、平成７年に大幅な増加となった後、高止まりとなり、平成 22年以降は減少傾

向に転じています。人口減少に加え、高齢化率が上昇しており、平成 27年以降は、30％以上とな

っています。 

 

 
出典：国勢調査、七飯町人口ビジョン 

図 ３－２ 七飯町の人口推移 
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２０ 

 

 七飯町各地区における人口分布の状況 

本町地区・大中山地区に人口が集中しており、両地区とも１万人以上の人口を有しています。 

各地区の人口配置状況をみると、ＪＲ沿線や幹線道路以外の場所にも広がっています。 

 

 
出典：H27 国勢調査 

図 ３－３ 人口分布状況 

  

地区名
H27人口
（人）

H27人口密度
（㎢）

本町地区 11,656 460.65

大中山地区 11,809 373.44

藤城・峠下地区 2,491 75.92

大沼地区 2,164 17.11

計 28,120 130.06



２１ 

 

 七飯町各地区における高齢者分布の状況 

大中山地区を除いて、北海道の平均高齢化率 29.1％を上回っており、高齢化の進行が深刻化し

ており、とりわけ大沼地区の高齢化が著しくなっています。各地区とも共通して、高齢化率の高い

地域がＪＲ沿線や幹線道路以外にも広がっています。 

 

 
出典：H27 国勢調査 

図 ３－４ 高齢者分布状況 

 

  

地区名 H27高齢化率

本町地区 34.1%

大中山地区 28.8%

藤城・峠下地区 32.0%

大沼地区 41.0%

計 32.2%



２２ 

 

 町内字別の人口、高齢者数、高齢化率 

 

表 ３－１ 字別の人口及び世帯数、高齢者数、高齢化率 

 
出典：H27 国勢調査 

  

字名 人口(人) 世帯数(世帯) 高齢者数(人) 高齢化率(％)

本町 5,707 2,251 1,888 33.1

桜町 789 341 239 30.3

鳴川 3,825 1,380 1,328 34.7

緑町 1,110 443 438 39.5

字飯田町 56 21 20 35.7

大中山 2,942 1,144 744 25.3

大川 7,715 3,154 2,154 27.9

字中野 847 291 402 47.5

字中島 198 70 59 29.8

字豊田 107 39 37 34.6

字鶴野 169 67 65 38.5

字上藤城 1,458 570 432 29.6

字藤城 425 170 136 32.0

字峠下 279 109 113 40.5

字仁山 329 134 115 35.0

字大沼町 1,352 633 587 43.4

字上軍川 308 120 134 43.5

字軍川 207 83 82 39.6

字東大沼 158 66 52 32.9

字西大沼 139 55 33 23.7

合計 28,120 11,141 9,058 32.2



２３ 

 

 七飯町内における都市機能施設の立地状況 

町内の生活関連施設（商業・医療・公共施設）の多くは、本町地区及び大中山地区に集積してい

ます。藤城・峠下地区や大沼地区は、施設が集積している地区まで移動する必要があります。 

 

  
 

  
出典：H27 国勢調査 

図 ３－５ 施設分布状況  



２４ 

 

 通勤・通学の状況 

① 七飯町及び周辺自治体との往来状況 

通勤・通学においては、町内での就業・通学が最も多く 5,983 人となっており、次いで函館市が

5,354 人、北斗市が 1,316 人となっています。 

また、七飯町を就業・通学先としている市町村は、函館市が最も多く 2,164 人となっており、次

いで北斗市が 962 人、森町が 111 人となっています。 

近隣の都市である函館市の往来が多い傾向にあります。 

 

 
出典：H27 国勢調査 

図 ３－６ 七飯町を中心とした通勤・通学における人口流動図 

  



２５ 

 

七飯町常住者のうち、町内で就業・通学する方が 5,983 人、他市町村で就業・通学する方（流出

人口）が 7,602 人となっており、七飯町の就業・通学者の半数以上が他市町村で就業・通学してい

る状況となっています。 

また、他市町村から七飯町への就業・通学者（流入人口）は 3,653 人となっており、流出人口が

上回る状況となっています。 

 

表 ３－２ 七飯町常住者の通勤・通学先市町村 

  
総数(人) 

(15 歳以上) 

就業者(人) 

(15 歳以上) 

通学者(人) 

(15 歳以上) 

七飯町に常住する就業者・通学者 13,585 12,436 1,149 

うち町内で就業・通学 5,983 5,590 393 

うち他市区町村で就業・通学 7,602 6,846 756 

札幌市 40 25 15 

函館市 5,354 4,736 618 

北斗市 1,316 1,256 60 

木古内町 21 21 0 

鹿部町 76 76 0 

森町 277 267 10 

八雲町 39 39 0 

渡島管内他市町村 19 18 1 

その他市町村 460 408 52 

出典：H27 国勢調査 

 

表 ３－３ 七飯町を通勤・通学先とする市町村 

  
総数(人) 

(15 歳以上) 

就業者(人) 

(15 歳以上) 

通学者(人) 

(15 歳以上) 

七飯町で就業・通学 9,636 9,060 576 

うち町内に常住 5,983 5,590 393 

うち他市区町村に常住 3,653 3,470 183 

札幌市 15 14 1 

函館市 2,164 2,073 91 

北斗市 962 908 54 

木古内町 13 12 1 

鹿部町 53 51 2 

森町 111 100 11 

八雲町 10 10 0 

渡島管内他市町村 13 12 1 

その他市町村 312 290 22 

出典：H27 国勢調査 

  

出典：H27 国勢調査 



２６ 

 

 自動車免許の保有状況等 

自動車免許保有状況は、全体の約３割が免許を持っていません。 

また、免許の返納状況は、各年全体で１００名以上が返納しており、７０歳代の返納が多い状況

です。 

 

 
 

出典：函館中央警察署 

図 ３－７ 七飯町民の免許保有状況 

 

 
 

図 ３－８ 七飯町民の免許返納状況（七飯町高齢者運転免許証自主返納支援事業分） 
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２７ 

 

 観光入込客数の状況 

町内の観光入込客数の状況は、令和元年までは道外からの観光客が多い傾向にありましたが、令

和２年は新型コロナウイルス感染症の影響により、道外からの観光客は大幅に減少しています。 

 

 
出典：北海道観光入込客数調査報告書 

図 ３－９ 観光入込客数の推移  
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２８ 

 

 公共交通の状況 
 七飯町内を運行する公共交通網の運行状況 

七飯町の公共交通は JRのほか、函館バス、都市間高速バス、大沼交通が運行しています。公共

交通のほとんどが、幹線道路を中心とした運行となっています。 

 

 
出典：H27 国勢調査 

図 ３－１０ 公共交通の運行状況 

  



２９ 

 

運行主体 凡例 路線名 区間 便数 所要時間 

函館バス 

 
23・32 

系統 
大野線 

自 函館バスセンター 上 4 便 110 分 

至 函館バスセンター 下 4 便 110 分 

 
30・30A 

系統 
大川線 

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10 便 86 分 

至 函館バスセンター 下 10 便 83 分 

 

33・33A・

33B・33C 

系統 

七飯線 
自 新函館北斗駅 上 13 便 79 分 

至 函館バスセンター 下 11 便 75 分 

 
36・36A 

系統 
七飯線 

自 函館バスセンター/元町 上 7 便 59 分 

至 新函館北斗駅 下 7 便 64 分 

 
73・73A 

系統 

富川・三原台・ 

大川線 

自 函館大学前 上 2 便 64 分 

至 ななえ新病院 下 3 便 62 分 

 
210 

系統 
大沼公園・鹿部線 

自 函館バスセンター 上 3 便 116 分 

至 鹿部出張所 下 3 便 116 分 

 
310・311 

系統 
函館・長万部線 

自 函館バスセンター 上 5 便 194 分 

至 森駅前/長万部ターミナル 下 4 便 195 分 

 
312 

系統 
三岱線 

自 森国保病院前 上 1 便 125 分 

至 函館バスセンター 下 0 便 0 分 

 
710 

系統 
快速瀬棚号 

自 函館バスセンター 上 1 便 225 分 

至 上三本杉 下 1 便 225 分 

中央バス 

道南バス 

北都交通 

函館バス 

 高速はこだて号 

自 札幌駅前バスターミナル 上 8 便 355 分 

至 湯の川温泉東 下 8 便 360 分 

JR 北海道 
 

函館本線 

自 函館 上 7 便 104 分 

至 森 下 6 便 94 分 

自 函館 上 12 便 22 分 

至 新函館北斗 下 9 便 19 分 

自 函館 上 1 便 52 分 

至 大沼/大沼公園 下 2 便 39 分 

自 函館 上 3 便 179 分 

至 長万部 下 5 便 200 分 

大沼交通 

 大沼～新函館北斗駅シャトルバス 
自 大沼公園駅前 上 3 便 32 分 

至 新函館北斗駅 下 3 便 32 分 

 
大沼～函館空港シャトルバス 

自 大沼公園駅前 上 3 便 70 分 

至 函館空港 下 3 便 70 分 

 

 

  

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線

30・30A
系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分

自 新函館北斗駅/函館バスセンター 上 10便 86分

至 函館バスセンター 下 10便 83分

自 新函館北斗駅/ななえ新病院 上 13便 79分
至 函館バスセンター 下 11便 75分
自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
自 函館大学前 上 2便 64分
至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分
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JR北海道

函館本線

函館本線
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函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線

310・311
系統

23・32
系統

大野線
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系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線
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運行主体 凡例 路線名
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七飯線

710系統 快速瀬棚号
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自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
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至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
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自 函館 上 12便 22分
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自 函館 上 1便 52分
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系統
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所要時間区間 便数
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運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号
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至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
至 新函館北斗 下 9便 19分
自 函館 上 1便 52分
至 大沼/大沼公園 下 2便 39分
自 函館 上 3便 179分
至 長万部 下 5便 200分
自 大沼公園駅前 上 3便 32分
至 新函館北斗駅 下 3便 32分
自 大沼公園駅前 上 3便 70分
至 新函館北斗駅 下 3便 70分

大沼～新函館北斗駅シャトルバス

JR北海道

函館本線

函館本線

函館本線

函館本線

中央バス
道南バス

高速はこだて号

函館バス

312系統 三岱線

210系統 大沼公園・鹿部線
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系統

23・32
系統
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系統

大川線

所要時間区間 便数

33・33A・33B・
33C系統

七飯線

大沼～函館空港シャトルバス
大沼交通

運行主体 凡例 路線名

函館・長万部線

73・73A
系統

36・36A
系統

七飯線

710系統 快速瀬棚号

自 函館バスセンター 上 4便 110分
至 函館バスセンター 下 4便 110分
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自 函館バスセンター/元町 上 6便 59分
至 新函館北斗駅 下 7便 64分
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至 ななえ新病院 下 3便 62分
自 函館バスセンター 上 3便 116分
至 鹿部出張所 下 3便 116分
自 函館バスセンター 上 5便 194分
至 森駅前/長万部ターミナル 下 4便 195分
自 森国保病院前 上 1便 125分
至 函館バスセンター 下 0便 0分
自 函館バスセンター 上 1便 225分
至 上三本杉 下 1便 225分
自 札幌駅前バスターミナル 上 8便 355分
至 湯の川温泉東 下 8便 360分
自 函館 上 7便 104分
至 森 下 6便 94分
自 函館 上 12便 22分
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自 函館 上 3便 179分
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710系統 快速瀬棚号
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 七飯町内における公共交通カバー範囲の状況 

全体の約７割の住民が公共交通を利用できる環境にあります。 

一方で、藤城・峠下地区では半分以上の住民が、公共交通を利用しにくい環境にあります。 

 

 
出典：H27 国勢調査 

図 ３－１１ 公共交通勢力圏  

《公共交通勢力圏の設定について》 

 ・バス停から半径３００ｍ範囲 

 ・ＪＲ駅から半径１，０００ｍ範囲 

 

地区名 H27人口
H27勢力圏

人口
H27

カバー率

本町地区 11,656 8,807 75.6%

大中山地区 11,809 9,350 79.2%

藤城・峠下地区 2,491 1,103 44.3%

大沼地区 2,164 1,391 64.3%

計 28,120 20,651 73.4%
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 鉄道の運行・利用状況 

鉄道は、ＪＲ北海道・函館本線が乗り入れています。町内の駅は、七飯駅、大沼駅、大沼公園駅、

仁山駅、大中山駅があり、その内、仁山駅、大中山駅は無人駅となっています。 

札幌駅―函館駅間を繋ぐ特別急行列車の北斗が 1 日 16 便、普通列車が 1 日 49 便となっていま

す。 

表 ３－４ 鉄道の運行状況 

出典：ＪＲ北海道 

  

運行 

事業者 

路線

名 
七飯町内停車駅 運行区間 運行便数 所要時間 

北
海
道
旅
客
鉄
道 

函
館
本
線 

大沼公園駅 札幌駅 ― 函館駅 
上： 9 便 

209 分 
下： 7 便 

大沼駅 ― 仁山駅 ― 七飯駅 ― 

大中山駅 
森駅 ― 函館駅 上： 4 便 101 分 

大沼公園駅 ―大沼駅 ― 仁山駅 

― 七飯駅 ― 大中山駅 
森駅 ― 函館駅 

上： 2 便 
 83 分 

下： 2 便 

大沼駅 ― 七飯駅 ― 大中山駅 森駅 ― 函館駅 下： 1 便 114 分 

大沼駅 ― 仁山駅 ― 七飯駅 ― 

大中山駅 
森駅 ― 函館駅 下： 3 便 118 分 

七飯駅 ― 大中山駅 新函館北斗駅 ― 函館駅 
上： 9 便 

 22 分 
下：12 便 

七飯駅 ― 大中山駅 七飯駅 ― 函館駅 下： 1 便  20 分 

大沼駅 ― 仁山駅 ― 七飯駅 ― 

大中山駅 
大沼駅 ― 函館駅 上： 1 便  39 分 

大沼公園駅 ―大沼駅 ― 仁山駅 

― 七飯駅 ― 大中山駅 
大沼公園駅 ― 函館駅 

上： 1 便 
 52 分 

下： 1 便 

大沼駅 ― 仁山駅 ― 七飯駅 ― 

大中山駅 
長万部駅 ― 函館駅 

上： 3 便 
216 分 

下： 2 便 

大沼公園駅 ―大沼駅 ― 仁山駅 

― 七飯駅 ― 大中山駅 
長万部駅 ― 函館駅 

上： 2 便 
184 分 

下： 2 便 

大沼公園駅 ―大沼駅 森駅 ― 大沼駅 
上： 2 便 

 46 分 
下： 1 便 
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 鉄道駅乗車人員の推移（無人駅を除く） 

七飯駅での乗車人員は１日当たり 1,070 人前後で、平成 28年から減少傾向にあります。 

大沼駅、大沼公園駅は平成 29年から減少傾向にあります。 

 

 
出典：国土数値情報 

図 ３－１２ 七飯駅の 1日当たり乗車人員 

 

 
出典：国土数値情報 

図 ３－１３ 大沼駅の 1日当たり乗車人員 

 

 
出典：国土数値情報 

図 ３－１４ 大沼公園駅の 1日当たり乗車人員 
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 路線バスの運行状況 

町内を運行するバス路線は、函館バス・大沼交通が運行しています。 

札幌と函館を繋ぐ都市間高速バスである「高速はこだて号」は、北海道中央バス・道南バス・北

斗交通・函館バスが共同運行しています。 

 

表 ３－５ 路線バスの運行状況 

 

  

運行 
事業者 

系統 
番号 

路線名 運行区間 便数 
所要 
時間 

函館バス 

23 
七飯線 

（市渡経由） 
自：函館バスセンター 上： 4 便 

110 分 
至：市立函館病院 下： 4 便 

30 七飯線 
自：函館バスセンター 上： 7 便 

83 分 
至：新函館北斗駅 下： 7 便 

30A 
七飯線 

（ななえ新病院経由） 
自：函館バスセンター 上： 3 便 

92 分 
至：新函館北斗駅 下： 3 便 

32 
七飯線 

（桔梗経由） 
自：函館バスセンター 上： 4 便 

118 分 
至：函館バスセンター 下： 0 便 

33 七飯線 
自：函館バスセンター 上：10 便 

75 分 
至：新函館北斗駅 下：11 便 

33A 
七飯線 

（ななえ新病院発） 
自：ななえ新病院 上： 1 便 

65 分 
至：函館バスセンター 下： 0 便 

33B 
七飯線 

（峠下経由） 
自：函館バスセンター 上： 0 便 

82 分 
至：新函館北斗駅 下： 1 便 

33C 
七飯線 

（七飯高校経由） 
自：函館バスセンター 上： 1 便 

83 分 
至：新函館北斗駅 下： 0 便 

36 
七飯線 

（五稜郭駅前経由） 
自：函館バスセンター 上： 5 便 

67 分 
至：新函館北斗駅 下： 6 便 

36A 
七飯線 

（西高校前着） 
自：新函館北斗駅 上： 1 便 

67 分 
至：西高校前 下： 0 便 

73 
富川・三原台・ 

大川線 
自：ななえ新病院 上： 1 便 

65 分 
至：函館大学前 下： 1 便 

73A 
富川・三原台・ 

大川線 
自：ななえ新病院 上： 1 便 

66 分 
至：函館大学前 下： 1 便 

210 大沼公園・鹿部線 
自：函館バスセンター 上： 3 便 

122 分 
至：鹿部町役場 下： 3 便 

310 函館・長万部線 
自：函館バスセンター 上： 4 便 

195 分 
至：長万部ターミナル 下： 4 便 

311 
函館・長万部線 
（森駅前着） 

自：函館バスセンター 上： 1 便 
90 分 

至：森駅前 下： 0 便 

312 
三岱線 
（特急） 

自：函館バスセンター 上： 0 便 

125 分 
至：三岱入口 下： 1 便 

710 快速瀬棚号 
自：函館バスセンター 上： 1 便 

225 分 
至：上三本杉 下： 1 便 

大沼交通 

 新函館北斗駅大沼線 
自：大沼公園駅前 上： 3 便 

32 分 
至：新函館北斗駅 下： 3 便 

 函館空港大沼線 
自：大沼公園駅前 上： 3 便 

70 分 
至：函館空港 下： 3 便 

函館・中央・
道南・北都 

 高速はこだて号 
自：札幌駅前ターミナル 上： 5 便 

360 分 
至：湯の川温泉東 下： 5 便 
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 スクールバスの運行・利用状況 

スクールバスは、大沼交通・からまつハイヤー・ほくとハイヤーが運行しています。 

利用対象者 
【大沼交通・からまつハイヤー】大沼岳陽学校児童生徒全員 

【ほくとハイヤー】大中山小学校に通学する一部生徒 

保有車両数 

【大沼交通】 

中型バス：2台 小型バス：1台 

【からまつハイヤー】 

町の小型バス：1台 ワゴン車：1台 タクシー：1台 

利用状況 

基本的には登下校の利用だが、平日の空いている時間帯に学校行事等

で利用される場合があり、夏休みや冬休み等の長期休暇期間は部活動

の試合や大会等の行事便として運行する場合がある。 

   ※令和３年（２０２１年）９月に実施した関係者ヒアリング調査時の状況 

 

 町有バスの運行・利用状況 

町有バスは七飯町の情報防災課が運行しています。 

運行状況 

役場のイベント時の送迎、学校行事、町内会・高齢者団体などの移動

に活用されており、石狩管内地域など遠方への移動にも利用されてい

る 

運行時間帯 9～16 時（極端に早い時間や遅い時間でない限りは、柔軟に対応） 

保有車両 40 人乗り 2台 

利用方法 予約制 

利用実績 1 台当たり年間 110 件（令和元年度） 

※令和３年（２０２１年）９月に実施した関係者ヒアリング調査時の状況 

 

 福祉有償運送の運行状況 

福祉有償運送については、「社会福祉協議会」と「ＮＰＯ法人 ちえのわ」の 2事業者が運行し

ています。 

 

ア 社会福祉協議会 

利用対象者 
心身の障害及び疾病等により、歩行困難な在宅の高齢者や障害等のあ

る方 

運送区域 七飯町、函館市及び北斗市 

運転手数 1 名 

利用料金 
七飯町内の往復：100 円 

函館市との往復：300 円 

利用方法 事前登録 

   ※令和３年（２０２１年）９月に実施した関係者ヒアリング調査時の状況 

 

イ ＮＰＯ法人 ちえのわ 

利用対象者 
ご自身で自家用車に乗降できる方（運転手の自家用車での運送となる

ため） 

運送区域 七飯町、函館市及び北斗市 

運転手数 9 名 

利用料金 運行距離に応じた費用 

利用方法 事前登録 

   ※令和３年（２０２１年）９月に実施した関係者ヒアリング調査時の状況 
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 大沼交通による町内交通の運行状況 

大沼交通の独自の取組として「沼っこお出かけ号」を運行しています。 

行き先 町内施設であれば柔軟に対応 

保有車両 １台（飲食店送迎車両の空き時間を活用） 

利用料金 無料 

利用方法 予約制 

※令和３年（２０２１年）１１月に実施した関係者ヒアリング調査時の状況 

 

 タクシーの運行状況 

タクシーはほくとハイヤー・からまつハイヤー・桔梗ハイヤーが運行しています。 

事業者名 概要 

ほくとハイヤー 
【車両数】普通車：8台 ジャンボタクシー：1台 

【運転手】15名 

からまつハイヤー 
【車両数】普通車：4台 ジャンボタクシー：1台 

【運転手】5 名 

桔梗ハイヤー 

【車両数】普通車：26台 ジャンボタクシー：1台 大型車：1台     

福祉車両：2台 

【運転手】34名 

   ※令和３年（２０２１年）１１月に実施した関係者ヒアリング調査時の状況 

 

 

 桔梗ハイヤーによる深夜乗合タクシーの運行状況 

桔梗ハイヤーの独自の取組として深夜乗合タクシーを運行しています。 

運行本数 
・月曜日から土曜日まで：１日 5便 

・日曜日及び祝祭日：１日 3便 

運行系統 
函館駅前発、五稜郭を経由し、七飯町（大川、中野、大中山、中島、

本町、緑町、鳴川地区）まで 

利用料金 

降車場所によって、 

・大川、中野：1,200 円 

・大中山、中島：1,400 円 

・本町、緑町、鳴川：1,600 円 

利用方法 予約制 

   ※令和３年（２０２１年）１１月に実施した関係者ヒアリング調査及び第８回七飯町地域公共交

通活性化協議会における協議後の状況 
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 町で実施している交通支援策 

本町では、各種公共交通の維持や移動困難者（通学世代、高齢者など）を対象とした交通支援を

実施しています。 

 

表 ３－６ 町で実施している交通支援の概要（令和２年度事業） 

支援策名 支援内容 

七飯町高齢者運転免許証自主

返納支援事業 

運転に不安のある高齢者で運転免許証を自主的に返納した方に対し、

公共交通機関で利用できる交通系 IC カード及びななえアップル商品

券を交付 

●対象者 

・町内に住所を有し、現居住の満 70 歳以上の方 

・平成 31年 4月 1日以降に免許証を自主返納された方 

・免許証を自主返納されて 1年以内の方 等々 

●交付内容（2万円分） 

・イカすニモカ 1万円（内デポジット 500 円） 

・ななえアップル商品券 1万円 

地域間幹線系統維持費補助金 函館鹿部線に対する補助金（国及び北海道と按分） 

七飯町生活交通路線維持費補

助金 
函館長万部線に対する補助金（沿線自治体で按分） 

スクールバス関係経費 
大沼岳陽学校児童及び生徒並びに豊田地区児童の通学等を支援するた

め、スクールバスを運行（委託費、燃料費、修繕費その他の経費） 

町有バス管理費 
町有バス（あかまつ）２台の維持管理費用（燃料費、消耗品費その他の

経費） 

地域要援護者支え合い事業 
町内会において援護を要すると判断された方の入浴及び外出支援を行

った町内会へ補助金を交付する。 

ボランティアポイント事業 

沼っ子お出掛け号及び有償ボランティア等が高齢者を対象に買い物及

び通院等のための移動支援活動を行った場合に、ポランティアポイン

トを付与する。 

生活支援サポート事業 

有償ボランティア（生活支援サポーター研修受講者）が要支援１・２に

認定された方又は 65 歳以上で基本チェックリストに該当する方を対

象に町内の買い物、通院等の移動を支援する。 

外出支援サービス事業 

（福祉有償運送） 

自宅から病院及び福祉施設等への通所に係る移送で、地域ケア会議に

おいて利用承認を受けた公共交通機関の利用が困難な方（ストレッチ

ャーを利用する身体障がい者等）をリフト付きワンボックスカーを使

用し、送迎する。 

福祉介護車管理費 福祉バスの維持管理費用（燃料費、消耗品費その他の経費） 

障がい者社会復帰施設通所交

通費補助金 

障がい者の自立を推進するため、地域活動支援センター等へ通う際の

交通費を補助 
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 公共交通に係る各種調査結果の整理 
 七飯町の公共交通をより良くするためのアンケート調査 

 調査目的 

町民の日常生活における移動実態や公共交通に対する意見を把握し、七飯町における地域公共

交通のあり方の検討に向けた基礎資料とすることを目的に調査を実施しました。 

 

 調査期間 

令和３年８月６日（金）～８月２７日（金） 

 

 調査対象者 

七飯町に居住する１５歳以上の方を対象に３,０００世帯抽出 

（１世帯あたり２票配布、計６,０００票配布） 

 

 配布・回収方法 

郵送による配布・回収   （１,０１３世帯分、１,６４５票回収） 

ＷＥＢアンケートによる回収（  ２００世帯分、  ２００票回収） 

※回収率（世帯ベース）：４０．４％ 

 

 調査項目 

①個人属性（性別、年齢、職業、住所、自動車及び免許の保有状況等） 

②普段の外出行動（通勤・通学、買い物、通院、その他私用における移動状況） 

③町内公共交通に関する意見（利用頻度、公共交通に特に求めること） 
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 調査結果概要 

【町民の運転意向や将来の移動手段】 

・運転免許保有者のうち、４４.５％が「できる限り運転したい」と回答しているほか、８０
歳以上となっても運転を続けたい意向があり、高齢者ドライバーの増加による交通事故など
のリスクが高まる可能性があります。 

・また、将来、運転が困難になった場合に、６９.１％が「バスを利用する」と回答してお
り、免許返納時の町民のバス利用意向は高いことが想定され、ＪＲやタクシーなどの公共交
通機関についても一定程度の回答数があるため、町内公共交通の維持・確保を継続的に実施
していくことは、高齢者ドライバーのリスク低減に有効であることが期待されます。 

・一方で、免許返納により困ることにおいて、７割以上が「買い物に行けなくなる」、「通院が
できなくなる」などの今後も七飯町で生活していく上で、重要な行動に制限がかかることを
懸念しているため、現状の公共交通網の維持・確保を効率的に実施しながら、利便性の向上
を図ることが重要です。 

 

  
図 ３－１５ 自動車の運転意向 

 

 
図 ３－１６ 何歳まで運転したいか 

 

36.8%

44.5%

1.4%

15.3%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ある年齢まで運転したい

できる限り

ずっと運転したい

今すぐにでもやめたい・

免許返納したい

わからない

その他

3.5%

7.8%

28.0%

28.6%

32.3%

0% 10% 20% 30% 40%

65歳未満

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

（回答数=1,363） 

（回答数=514） 
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図 ３－１７ 将来、運転が困難になった場合の移動手段 

 

 
図 ３－１８ 免許返納により困ること 

 

  

53.6%

69.1%

39.4%

47.0%

29.0%

3.2%

10.6%

14.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩、自転車

バスを利用する

JRを利用する

タクシーを利用する（福祉タクシーなどを含む）

家族や知り合いに送迎してもらう

町内の便利なところに引っ越す

町外の便利なところに引っ越す

外出を控える

その他

87.4%

71.2%

36.1%

47.0%

3.3%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物に行けなくなる

通院ができなくなる

仕事ができなくなる

自分の趣味の活動が制限される

特に困ることはない

その他

（回答数=1,329） 

（回答数=1,231） 
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【目的別の移動実態】 

・通学時の移動実態として、夏期・冬期ともに「家族の送迎」が最も多く、地区別にみると本
町地区、大川・大中山地区、藤城・峠下地区で、特に割合が高い状況であり、季節や居住地
区に関係なく、送迎に頼らずとも通学ができる町内移動のあり方について、検討が必要とな
る可能性があります。 

・買い物時の移動実態として、主な行き先は七飯町内、次いで函館市となっています。夏期交
通手段について、「自らの運転」による移動が多い一方で、冬期交通手段においては、路線
バスやＪＲ、タクシーなどの公共交通移動への転換がみられ、バス停や駅といった交通結節
点から自宅までの移動手段、いわゆるラストマイル交通の検討が必要となる可能性がありま
す。 

・通院時や私用などのお出かけ時の移動実態についても、買い物時の移動実態と同様の傾向と
なっており、今後も七飯町で生活していく上で、近隣自治体へのアクセスだけでなく、自宅
から交通結節点、目的地などへのアクセスの維持・確保は重要です。 

 

 
 

 
50％以上の項目   25％以上の項目 

 

図 ３－１９ 通学時の交通手段(夏期) 

  

33.3%

42.0%

39.5%

33.3%

3.7%

13.6%

44.4%

2.5%

0.0%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

交通手段
本町地区
(N=34)

大川・大中山地区
(N=33)

藤城・峠下地区
(N=12)

大沼地区
(N=5)

徒歩 44.1% 21.2% 33.3% 20.0%

自転車 47.1% 48.5% 25.0% 40.0%

路線バス 32.4% 54.5% 16.7% 40.0%

JR 41.2% 21.2% 33.3% 60.0%

タクシー（福祉タクシーなどを含む） 5.9% 3.0% 0.0% 0.0%

自動車（自分の運転） 11.8% 12.1% 33.3% 20.0%

自動車（家族の送迎） 44.1% 42.4% 50.0% 20.0%

自動車（家族以外の送迎） 2.9% 3.0% 0.0% 0.0%

原付・バイク 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 8.8% 6.1% 0.0% 0.0%

（回答数=84） 



４１ 

 

 

 
 

 
50％以上の項目   25％以上の項目 

 

図 ３－２０ 通学時の交通手段(冬期) 

 

  

29.6%

0.0%

48.1%

44.4%

3.7%

7.4%

59.3%

11.1%

0.0%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

交通手段
本町地区
(N=13)

大川・大中山地区
(N=9)

藤城・峠下地区
(N=6)

大沼地区
(N=1)

徒歩 38.5% 11.1% 16.7% 100.0%

自転車 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

路線バス 46.2% 66.7% 0.0% 100.0%

JR 53.8% 33.3% 16.7% 100.0%

タクシー（福祉タクシーなどを含む） 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%

自動車（自分の運転） 7.7% 0.0% 50.0% 0.0%

自動車（家族の送迎） 46.2% 77.8% 50.0% 0.0%

自動車（家族以外の送迎） 15.4% 11.1% 0.0% 0.0%

原付・バイク 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%

（回答数=29） 



４２ 

 

 
図 ３－２１ 買い物先の自治体名 

 

 
図 ３－２２ 買い物時の交通手段(夏期) 

 

 
図 ３－２３ 買い物時の交通手段(冬期) 

  

91.9%

81.1%

32.7%

1.5%

0.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

七飯町内

函館市

北斗市

森町

鹿部町

その他

20.9%

9.0%

7.5%

3.6%

3.6%

71.2%

32.0%

3.9%

0.9%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

29.2%

1.9%

20.1%

11.0%

11.0%

51.3%

29.2%

3.2%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

（回答数=1,665） 

（回答数=1,673） 

（回答数=154） 



４３ 

 

 
図 ３－２４ 通院時の交通手段(夏期) 

 

 
図 ３－２５ 通院時の交通手段(冬期) 

  

11.6%

4.7%

7.3%

3.5%

5.4%

67.1%

27.3%

4.8%

0.2%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

15.6%

1.1%

26.7%

11.1%

12.2%

45.6%

23.3%

6.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

（回答数=1,324） 

（回答数=90） 



４４ 

 

 
図 ３－２６ お出かけ時の交通手段(夏期) 

 

 
図 ３－２７ お出かけ時の交通手段(冬期) 

 

  

11.5%

6.2%

10.3%

6.3%

3.3%

73.9%

29.6%

5.8%

1.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

13.8%

1.6%

26.8%

16.3%

8.1%

53.7%

26.8%

4.1%

0.0%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

路線バス

JR

タクシー（福祉タクシーなどを含む）

自動車（自分の運転）

自動車（家族の送迎）

自動車（家族以外の送迎）

原付・バイク

その他

（回答数=1,557） 

（回答数=123） 



４５ 

 

【公共交通の利用頻度】 

・公共交通の利用頻度は、全体で７６.４％が「めったに使わない」と回答しており、「週に１日」
以上、公共交通を利用している町民は１割に満たない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－２８ 公共交通の利用頻度 

 

  

3.3% 

2.9% 
3.9% 

3.1% 

2.7% 

3.6% 

3.8% 

3.4% 

2.4% 

2.9% 

1.9% 

1.9% 

3.4% 

２週間に１日 

2.0% 

2.3% 

1.5% 

1.9% 

3.4% 

月に１日 

4.1% 

1.3% 
2.7% 

数か月に１日 

6.4% 

4.4% 

8.1% 

めったに 

使わない 

76.4% 

72.5% 

78.6% 

83.8% 

76.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

凡例 

全体 

（回答数=1,787） 

本町地区 

（回答数=732） 

大川・大中山地区 

（回答数=747） 

藤城・峠下地区 

（回答数=160） 

大沼地区 

（回答数=148） 

ほぼ毎日 週に２日以上 週に１日 

3.９% 4.6% 7.4% 

4.2% 6.3% 8.9% 



４６ 

 

【今後の七飯町の公共交通のあり方】 

・ 公共交通に求めることにおいて、「自宅近辺から目的地の近くまで行くことができる」が５
３.２％と最も要望が多く、町内各地区でも５０％超の割合となっています。 

・なお、行きたい目的地として、町内では各種商業施設・医療施設、温泉、七飯駅などが挙げら
れているほか、近隣自治体の大型商業施設への移動ニーズが挙げられています。 

・また、「利用したい時間帯に運行している」ことについても、全体で４４.５％の割合となって
いるほか、「自宅近辺まで迎えに来てくれる」ことについても、３３.３％の割合となっていま
す。 

・自由記述の意見も踏まえると、町内をきめ細かく運行する循環バスの運行や移動が集中する
時間帯における町内公共交通の拡充の検討が求められています。 

・七飯町の公共交通の特性として、運行しているバス路線の多くが国道をはじめとする、幹線道
路の運行となっているため、全体で２２.７％の割合となっている「公共交通同士の乗り継ぎ
が便利であること」の実現に向けた、幹線と自宅までの支線交通の整備の検討を行うことも、
町内の移動利便性向上に有効であると考えられます。 

・「利用しやすい町内区間の運賃」についても２１.６％の割合となっていることから、併せて町
内公共交通が一体となった料金施策の検討を行うことも、効果的であると考えられます。 

・上記の公共交通に求めることが実現することにより、全体で４３.５％が「外出機会が増加す
る」と回答しており、町民との意見交換会などを実施しながら、町民ニーズを継続的に聴取す
ることで、町民の公共交通利用状況の改善に繋がる可能性があります。 

 

 
 

 
50％以上の項目   25％以上の項目 

 

図 ３－２９ 公共交通に求めること 

  

33.3%
53.2%

44.5%
21.6%

6.9%
7.2%

10.1%
22.7%

4.3%
18.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅近辺まで迎えに来てくれる
自宅近辺から目的地の近くまで行くことができる

利用したい時間帯に運行している
利用しやすい町内区間の運賃
移動時間・乗車時間が短い

早朝から運行している
夜遅くまで運行している

公共交通同士の乗り継ぎが便利であること
その他

現状のままで良い

行き先
本町地区
(N=642)

大川・大中山地区
(N=639)

藤城・峠下地区
(N=143)

大沼地区
(N=125)

自宅近辺まで迎えに来てくれる 33.5% 30.8% 39.9% 37.6%

自宅近辺から目的地の近くまで行くことができる 52.5% 52.3% 59.4% 54.4%

利用したい時間帯に運行している 44.7% 43.3% 44.8% 48.8%

利用しやすい町内区間の運賃 24.1% 17.5% 25.2% 25.6%

移動時間・乗車時間が短い 7.5% 6.7% 5.6% 6.4%

早朝から運行している 6.4% 7.2% 7.0% 12.0%

夜遅くまで運行している 8.9% 12.8% 4.9% 8.0%

公共交通同士の乗り継ぎが便利であること 22.4% 22.8% 25.9% 19.2%

その他 4.2% 3.4% 4.9% 8.0%

現状のままで良い 19.9% 20.2% 14.0% 9.6%

（回答数=1,549） 



４７ 

 

 

  
※記載内容が多岐に渡るため、代表的なもののみを整理 

図 ３－３０ 行きたい目的地 

 

 
図 ３－３１ 公共交通がより使いやすくなった場合の外出機会の変化 

  

自治体名 施設名など

七飯町 スーパー、病院、温泉、駅、役場など

函館市 ドン・キホーテ、昭和タウンプラザ、
蔦屋書店、空港、駅、五稜郭など

北斗市 トライアル、イオンなど

森町 グリーンピア大沼

増える

43.5%

変わらない

56.5%

（回答数=845） 

（回答数=1,653） 



４８ 

 

・自由記述内容のグループ化を行った結果、バス路線の充実化（他公共交通との接続、運行便
数の増加など）が最も多く挙げられています。次いで、免許返納時の不安・高齢者の移動が
大変、が意見として挙げられており、現状は自家用車を運転しているが、将来の生活の足に
不安を感じている意見が多く、関連して、町内商業施設・医療施設など町内での移動手段の
充実も意見として、一定数みられており、町内交通資源を整理した上で、効率的かつ持続可
能な移動手段の充実を検討する必要があります。 

・そのほか、コミュニティバスなど新しい交通の運行や函館市・北斗市をはじめとする近隣自
治体へのアクセス向上、ＪＲ七飯駅からのアクセス向上について、意見が挙げられています。 

・また、日中時間帯のＪＲの利便性向上や乗り放題などの利用しやすい料金施策の実施、バス
待合環境の整備、坂道による移動不便を感じていることが意見として抽出されました。 

 

 
図 ３－３２ 公共交通に関するご意見 

  

27.6%

19.2%

17.9%

17.5%

11.4%

9.7%

8.4%

5.8%

3.5%

2.6%

0% 10% 20% 30%

バス路線の充実化（他公共交通との接続、運行便数の増加など）

免許返納時の不安・高齢者の移動が大変

町内商業施設・医療施設など町内での移動手段の充実

コミュニティバスなど新しい交通の運行

利用しやすい料金や乗り放題などの料金施策の実施

近隣自治体（函館市、北斗市）まで、からのアクセス向上

JRの利便性向上

町内各駅まで、からのアクセス向上

バス待合環境の整備（屋根付きバス停や待合所の整備）

坂道による移動のしにくさ

（回答数=463） 



４９ 

 

【町民のタクシー利用状況】 

・どの地区においても、タクシー利用者の約半数は「免許もしくは自動車を保有していない」状
況であり、公共交通や送迎によって、日常の移動を行っていることが想定されます。また、年
齢層も「７５歳以上」の利用者が、半数以上を占めています。 

・タクシーの利用実態として、主に買い物・通院での利用となっており、日常生活において、タ
クシーによる移動は重要な交通手段であることが想定されます。 

・目的ごとの利用頻度では、「１週間に２日以上」で利用することが多く、自宅から目的地まで
１メーター～２メーターの距離でも、１ヶ月に約１万円の支出、藤城・峠下地区や大沼地区に
居住する方は、さらなる支出となっていることが想定されます。 

 

 
図 ３－３３ タクシー利用者の免許保有状況 

 

 
図 ３－３４ タクシー利用者の年齢構成 

 

【今後の七飯町の公共交通のあり方】 

・公共交通に求めることにおいて、「自宅近辺から目的地の近くまで行くことができる」や「利
用したい時間帯に運行している」、「自宅近辺まで迎えに来てくれる」への要望が挙げられてお
り、タクシーがより利用しやすくなる運賃負担軽減策の検討も有効です。 

・運賃負担軽減策の検討に当たっては、対象となる町民を明確にした上で、施策を展開すること
により、効率的に町民の生活の足の確保を行うことが期待されます。 

 

  

20.6%

37.5%

22.2%

38.5%

3.2%

10.4%

7.7%

12.7%

2.1%

11.1%

22.2%

18.8%

55.6%

15.4%

41.3%

31.3%

11.1%

38.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本町地区(n=63)

大川・大中山地区(n=48)

藤城・峠下地区(n=9)

大沼地区(n=13)

免許も自動車も持っている 免許も自動車もあるが

免許返納を考えている

免許はあるが、自動車はない 以前は免許を持っていたが、

免許返納をした

免許を持ったことがない

1.5%

2.0%

4.6%

1.5%

4.0%

11.1%

3.1%

2.0%

9.2%

12.0%

7.7%

1.5%

6.0%

11.1%

7.7%

9.2%

6.0%

13.8%

16.0%

11.1%

15.4%

55.4%

52.0%

66.7%

69.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本町地区(n=65)

大川・大中山地区(n=50)

藤城・峠下地区(n=9)

大沼地区(n=13)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上



５０ 

 

 町内周遊観光交通に関するアンケート調査 

 調査目的 

七飯町来訪者の移動実態を把握するとともに、公共交通による移動支援が必要かのニーズも含

めた潜在需要を把握する調査を実施しました。 

 

 調査期間 

令和３年１０月１６日（土）～１１月３０日（火） 

 

 調査対象者 

七飯町外からの来訪者 

 

 配布・回収方法 

①町内観光施設などに回収ＢＯＸを設置した回収：１２７票 

②大沼公園駅・道の駅でのヒアリング調査   ：３２２票 

③ｗｅｂアンケートへの回答         ： ２６票 

計：４７５票 

 調査項目 

①個人属性（性別、年齢、職業、住所、訪問回数、宿泊予定、七飯町までの行程など） 

②七飯町内での周遊状況（町内観光施設や観光地などへの訪問状況） 

③七飯町内の周遊観光ニーズ（周遊に向けて求めること、周遊意向） 

  



５１ 

 

 調査結果概要 

【情報発信の強化】 

・七飯町内の施設への立ち寄りが増えるために求めることにおいて、「七飯町内の観光施設情
報の入手」が５３.２％と最も多く、次いで「観光施設までの案内表示」が２１.８％となっ
ており、施設情報自体や施設までの移動経路など、情報発信を強化することで町内での周遊
が増える可能性があります。 

・「駅やバス停から目的地までの交通手段」「七飯町内の交通手段情報」についても、一定の回
答数が得られており、施設情報の発信と併せて、どのように公共交通を利用すれば良いかな
ど、複合的な情報発信を行うことによって、公共交通を利用した町内周遊が促進されること
が期待されます。 

 

 
図 ３－３５ 七飯町内の施設への立ち寄りが増えるために求めること 

 

 
図 ３－３６ 町内の施設への立ち寄りが増えるために求めることが実現した場合の周遊意向 

 

  

53.2%

10.3%

21.8%

16.7%

5.5%

12.6%

7.3%

4.8%

22.2%

七飯町内の観光施設情報の入手

七飯町内の交通手段情報

観光施設までの案内表示

七飯町内の観光地間を結ぶ交通手段

七飯町内の宿泊施設から観光地までの交通手段

駅やバス停から目的地までの交通手段

近隣自治体や函館空港から七飯町に直行できる交通手段

施設入場料や公共交通運賃の決済方法

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

七飯町内での立

ち寄り場所・滞

在時間を増やし

てみたい

68.8%

立ち寄り場所や

滞在時間は変わ

らないと思う

31.2%

（回答数=436） 

（回答数=426） 
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【周遊手段の拡充】 

・自由記述内容のグループ化を行った結果、「観光・宿泊施設の充実」が最も多く挙げられて
います。次いで、「情報発信・ＰＲの強化」が意見として挙げられています。 

・交通面においては、函館市からの交通手段の充実（駅からの２次交通の充実）や周遊バスの
ように予め決められたプランに沿った周遊手段の整備などが意見として挙げられています。 

・「七飯町内の観光地間を結ぶ交通手段の充実」も一定数の回答が得られており、自由記述意
見でも「周遊プランの提供」といった要望があることから、既存公共交通を活用した周遊観
光手段の拡充も有効であると考えられます。 

 

 
図 ３－３７ 七飯町内での周遊観光の促進に向けたご意見 

 

 

  

41.7%

28.4%

15.1%

6.4%

4.1%

3.2%

1.8%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

観光・宿泊施設の充実

情報発信・PRの強化

交通手段の充実（JRなどでの訪問）

周遊プランの提供

案内表示

大沼地区の観光促進

サイクリング

その他

（回答数=218） 
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 関係者ヒアリング 

 調査目的 

七飯町における効率的で利便性の高い公共交通網を形成するにあたり、庁内関係部局及び各種

関係団体の地域公共交通への考え方や町内の交通資源の状況を把握し、公共交通網への連携可能

性についての検討に向けた基礎資料の収集を行うため、ヒアリング調査を実施しました。 

 

 関係者ヒアリングの対象・項目 

分類 対象 ヒアリング項目 

庁
内
関
係
部
局 

学校教育課 

・スクールバスの運行状況について（運行台数、運転手数、利用対象、

運行エリアなど） 

・年間の運行経費について 

・通学時間帯以外の運転手や車両の状況について 

・町内中学校からの進学先及び高校生の通学時の移動手段について 

福祉課 

・福祉有償運送や路線バス、タクシー以外で運行している交通手段に

ついて 

・福祉有償運送事業者の事業者数、各事業者の運転手などの運営状況

について 

・福祉有償運送の運行状況について（対象者、運行エリア、利用の多

い時間帯など） 

情報防災課 

・町有バスの運転手や車両も含めた運営状況 

・町有バスの運行状況（利用者、利用状況、利用頻度など） 

・町有バスの他事業への活用可能性について 

交
通
事
業
者 

ハイヤー事業者 
・運転手や車両も含めた運営状況、ハイヤーの利用状況 

・運行事業への連携・協力可能性などについて 

乗合バス事業者 
・運転手や車両も含めた運営状況、沼っ子お出かけ号の利用状況 

・運行事業への連携・協力可能性などについて 

路線バス事業者 
・運転手や車両も含めた運営状況、七飯町に係る路線バスの利用状況 

・運行事業への連携・協力可能性などについて 
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 調査結果概要 

【学校教育課（庁内関係部局）】 

◎スクールバスの運行状況について 

・スクールバスの利用対象者は、大沼岳陽学校児童生徒（１年生～９年生）の全員であり、「大
沼交通」と「からまつハイヤー」に運行委託を行っている。 

・大沼交通は、中型バス２台、小型バス１台の計３台で運行している。 
・からまつハイヤーは、町所有の小型バス１台と同社のワゴン車１台、タクシー１台の計３台で
運行している。 

・また、大中山小学校に通学する一部生徒（１０名未満）についても、豊田地区からの送迎を「ほ
くとハイヤー」に委託している。 

 

◎年間の運行経費について 

・学校教育課で委託している通学送迎については、令和２年度の実績で、約４,１００万円とな
っている。 

 

◎通学時間帯以外の運転手や車両の状況について 

・基本的には登下校の利用だが、平日の空いている時間帯に学校行事等で利用される場合があ
り、夏休みや冬休み等の長期休暇期間は部活動の試合や大会等の行事便として運行する場合
がある。 

 

◎町内中学校からの進学先及び高校生の通学時の移動手段について 

・町内中学校からは、函館市方面への進学が多いと認識している。 
・高校生の通学の実態として、自宅と学校との距離が近い生徒は、徒歩や自転車による移動、自
宅と学校との距離が遠い生徒は、ＪＲやバス、自家用車による送迎が多い。 
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【福祉課（庁内関係部局）】 

◎福祉有償運送や路線バス、タクシー以外で運行している交通手段について 

・福祉有償運送や路線バス、タクシーなどの主要公共交通手段のほかに、「大沼交通が独自に運

行している沼っ子お出かけ号」や「社会福祉協議会が月１回、藤城地区・鳴川高台団地の２地

域で行っている、買い物ボランティア」等があり、いずれもボランティアポイント事業のボラ

ンティアポイントを活用し、移動支援を実施している。 

・買い物ボランティアに関しては、１～２名の個人ボランティアにより運行されており、車両は

社会福祉協議会の１０人乗りハイエースを活用している。 

・その他、社会福祉協議会では、要援護者支え合い事業の中で、町内会による外出支援として、

高齢者を月２回、温泉へ送迎する活動も行っている。（１町内会） 

・また、町内の医療機関が独自で実施している通院送迎があり、宮村内科、松倉整形、なるかわ

病院、向井クリニック、西谷整形、三木内科泌尿器科などで実施されており、一部医療機関に

おいては、交通事業者に委託した上で、実施している。 

 

◎福祉有償運送事業者の事業者数、各事業者の運転手などの運営状況について 

・福祉有償運送については、「社会福祉協議会」と「ＮＰＯ法人 ちえのわ」の２事業者が運行

している。 

・運転手の状況については、社会福祉協議会で１名、ちえのわで９名の確保状況である。 

・社会福祉協議会として運転手不足はないと認識しているが、利用時間帯が重複した場合には、

利用者の状況を踏まえ、お断りすることがある。 

・ちえのわからは、運行に係る配車業務に苦労していると聞いている。 

 

◎福祉有償運送の運行状況について（社会福祉協議会） 

・社会福祉協議会における利用対象者は、心身の障害及び疾病等により、歩行困難な在宅の高齢
者や障害等のある方を対象に行っており、登録者が１６名、１ヶ月あたり延べ２０～３０回の
運行状況である。 

・運行の区域は、七飯町内、函館市及び北斗市となっており、主に七飯町内、函館市への移動要
望が多く、午前診療を目的とした利用がほとんどである。 

・利用料金については、条例で決まっており、自宅から七飯町内の往復で１００円、函館市との
往復で３００円となっている。 

 

◎福祉有償運送の運行状況について（ＮＰＯ法人 ちえのわ） 

・ちえのわでは運転手の自家用車での運行となるため、対象となる利用者の方は、ご自身で自家

用車に乗降できる方となっており、登録者が１６名、１ヶ月あたり延べ約２００回の運行状況

である。 

・運行の区域は、社会福祉協議会と同一であり、同様に七飯町内、函館市への移動要望が多いほ

か、森町への要望も一部から挙がっている。 

・利用料金については、運行距離に応じた費用がかかる料金形態となっている。 
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【情報防災課（庁内関係部局）】 

◎町有バスの運転手や車両も含めた運営状況 

・町有バスは４０人乗りの車両が２台、運転手２名で運行している。 
・運転手については、専属で町有バスの運転、保守点検などを実施している。 
・現状、運転手不足はないと認識しており、２名体制で充足している。 

 

◎町有バスの運行状況 

・町有バスの運行状況は、役場のイベント時の送迎や学校行事、町内会・高齢者団体などの移動
に活用されている。 

・運行可能時間帯は９時～１６時となっているが、極端に早い時間や遅い時間でない限りは、柔
軟に対応している。 

・令和元年度の実績で１台あたり年間１１０件の利用状況であり、石狩管内地域など遠方への
移動にも利用されている。 

・年間を通じて、特に夏場の利用が多い状況となっている。 

 

◎町有バスの他事業への活用可能性について 

・担当課として、車両及び運転手の活用は可能と認識している。 
・運行曜日や日程などをある程度、限定した上で予約を行い、生活交通の拡充など他事業への活
用は可能と考えられる。 

・一方で、町内会や老人クラブなど、町民要望による運行も多いため、他事業への活用において
は、関係者間の調整だけでなく、町民との合意形成を行いながら、慎重に判断していく必要が
ある。 

 

【ほくとハイヤー（ハイヤー事業者）】 

◎運転手や車両も含めた運営状況 

・普通車が８台（うち２台はジャパンタクシー）、ジャンボタクシーが１台。 

・運転手は１５名確保しており、約半数は大型二種免許を保有している。 

・運転手の高齢化が進行しており、事業継続に支障が出ることが想定。 

・運転手の確保に向け、二種免許取得料金の補助などがあると良い。 

 

◎ハイヤーの利用状況 

・本町、鳴川、緑町、藤城、上藤城に居住する町民の利用が多く、概ね利用者は固定化。 

・町内移動もしくは函館市までの移動が大半であり、通院・買い物目的が主である。 

・９～１１時がピークで、それぞれ時間は決まっており、待たせることもある。 

・坂が多い地域特性上、冬期になると利用が増加している。また、年金支給日の利用も多くみら

れる。 

・年間を通じて、特に冬場の利用が多い状況となっている。 

 

◎運行事業への連携・協力可能性などについて 

・可能な限り、協力していきたいと考えており、現在は大中山小学校の一部生徒の送迎事業を実

施。 

・函館市や北斗市で実施している高齢者や障害者へのタクシー・ハイヤー料金の割引券がある

と、町民もより利用しやすくなると考えている。 

・当社では独自に７０歳以上の高齢者や６５歳以上の免許返納者に対しての割引（１割引き）を

実施している。 

・過去に七夕等のイベントに合わせて割引券を配布したことがあるが、非常に好評であり、割引

券のような取組は有効であると認識している。 
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【大沼交通（乗合バス事業者）】 

◎運転手や車両も含めた運営状況 

・ハイデッカーが２６台、運転手は１８名確保しているが、平均６０歳前後であり、ドライバー
の高齢化が進んでいる。 

・自社で運営している飲食店の送迎車両としてハイエースワゴンも保有。 
・乗合事業や町からの委託事業のほか、運転手の空き状況や日中稼働しないハイエースワゴン
を活用し、沼っ子お出かけ号を自主的に運行している。 

・沼っ子お出かけ号の予約受付についても、全社員が対応できるようにしているため、予約要員
の人件費が直接発生していない。 

 

◎沼っ子お出かけ号の利用状況 

・東大沼地区からの利用が多く、年齢では６０～８０歳代が多い。 
・行き先は、目安はあるものの、町内施設であれば柔軟に対応している。 
・非常に好評であり、事前に１週間以上先の予約まで入っていることがある。 

 

◎運行事業への連携・協力可能性などについて 

・観光需要の回復状況にもよるが、可能な限り協力し、全社的に地域貢献に取り組みたい。 
・今回のようなヒアリングの機会だけではなく、免許返納者が移動に困っている実態など地域
の状況を定期的に把握する、事業者と情報交換する機会も必要だと思う。 

・沼っ子お出かけ号は非常に好評で、現状の週２運行からの拡大の要望もあり、外出促進に繋が
っているほか、地域コミュニティの維持の目的もあるため、継続して実施していきたい。 

・大沼～新函館北斗駅シャトルバスについても、運行していない時間帯に町民の生活の足とし
て、移動支援ができると良いと考えている。 

 
【からまつハイヤー（ハイヤー事業者）】 

◎運転手や車両も含めた運営状況 

・普通車が４台、ジャンボタクシーが１台。 
・運転手は５名確保しているが、現在の倍程度の人員がいることが望ましい。 
・また、運転手の高齢化も進行しており、スクールバス運行などを町から委託事業として請け負
っているが、運転手数も含め今後の事業継続に影響があることが想定される。 

 

◎ハイヤーの利用状況 

・大沼地区内の移動が多く、ほとんどが１メーターもしくは２メーターの移動料金である。 
・地区内のセブンイレブンや歯医者などが主な行き先である。 
・観光需要が多いときには、ホテルからの地区内周遊ニーズもある。 

 

◎運行事業への連携・協力可能性などについて 

・可能な限り、協力していきたいと考えているが、運転手やハイヤー事業者が持続可能な事業体
制が望ましい。 

・また、新しく運行事業などを実施する場合には、利用状況を踏まえ改善などを行いながら、で
きるだけ長く継続するようにしてほしい。 

・緊急時に利用できることも、タクシー・ハイヤー事業の利点であるため、事業者や運転手にも
恩恵のある支援事業があるとドライバーも確保しやすくなり、事業継続に繋がると思う。 
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【桔梗ハイヤー（ハイヤー事業者）】 

◎運転手や車両も含めた運営状況 

・普通車が２６台、大型車が１台、福祉用車両が２台、ジャンボタクシーが１台。 
・運転手は３４名確保しているが、運転手の高齢化が進行しており、６０～７０代の運転手が多
い状況である。 

 

◎ハイヤーの利用状況 

・七飯町内での移動、函館市往復が主な利用状況であり、町内では自宅から１メーターもしくは
２メーターの距離内での買い物、函館市には通院の利用が多い傾向である。 

・また、自宅からバス停や駅への移動もみられ、全体的に冬には利用が増えている傾向である。 
・利用者は概ね固定化されてきており、６０～８０代が多いため、登録申請を行った６５歳以上
の高齢者は運賃１割引の対応を独自で行っている。 

・また、運賃支払い時に利用できる１０枚綴りの５００円クーポン券（購入金額４,５００円）
も発行しており、非常に好評である。 

 

◎運行事業への連携・協力可能性などについて 

・全面的な協力は難しいが、可能な限り協力していきたい。 
・高齢者の方が利用しやすい運賃助成券のようなものがあると良い。 
・他の自治体のコミュニティバスとタクシー助成券の利用実態を比較すると、後者のほうが効
果的であると認識している。 

 
【函館バス（路線バス事業者）】 

◎運転手や車両も含めた運営状況 

・運転手は２００名以上、車両が約２００台。 

 

◎七飯町に係る路線バスの利用状況 

・七飯町に関係する路線バス系統の乗車人員は、２０２０年度実績で約７１１，０００人となっ
ており、朝や夕方の通学利用が多い状況である。 

・全１８系統のうち、９系統は国、道及び市町村からの運行経費に対する補助金を受けて、運行
している系統である。 

 
◎七飯町における運行事業への連携・協力可能性などについて 

・需要又は要望に応じた様々な運行形態について検討したいと考えている。 
・要望として、運行本数や運行時間帯の変更などがある。 
・実際に今年度は、３３系統函館バスセンター行きの朝１本目の混雑に対して要望があり、２台
運行する対応を行った。 

・新型コロナウイルス感染症によって、路線バス事業は大きな打撃を受けている状況にあり、安
定的な運行事業の継続に向け、雇用・車両更新等、安全に運行するための相応のコストがかか
ってしまうことから、引き続き路線への補助を含めた、自治体からの継続した支援を賜りたい
と考えている。 
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 七飯高校通学の実態に関するアンケート調査 

 調査目的 

七飯高校に通学する高校生の移動実態及びニーズを調査することにより、公共交通による支援

のあり方を検証し、地域公共交通計画作成の基礎資料とする調査を実施しました。 

 

 調査期間 

令和４年１月１８日（火）～１月２４日（月） 

 

 調査対象者 

七飯高校生 

 

 配布・回収方法 

七飯高校での配布・回収：計２９７票 

 

 調査項目 

①個人属性（居住地、学年、部活動の所属状況） 

②無積雪時の普段の通学状況（自宅・学校を出発する時間、乗換の発生有無、利用している交通

手段） 

③積雪時の普段の通学状況（自宅・学校を出発する時間、乗換の発生有無、利用している交通手

段） 

④通学におけるタクシーの利用状況 

⑤その他公共交通で困っていること 
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 調査結果概要 

【季節による交通手段の変化】 

・積雪時にはバスや家族の送迎への交通手段の転換がみられます。 
・北斗市からの通学では、ＪＲの利用率が高く、乗り継ぎ割合も高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－３８ 地区別主な交通手段（無積雪期登校時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－３９ 地区別主な交通手段（積雪期登校時） 

  

26.7% 

1.4% 

29.5% 

27.0% 

23.4% 

22.9% 

25.7% 

38.3% 

2.9% 

4.1% 

21.3% 

100.0% 

18.1% 

41.9% 

17.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

七飯町内 

（回答数=105） 

函館市 

（回答数=74） 

北斗市 

（回答数=47） 

その他 

（回答数=27） 

徒歩 自転車 家族の送迎 JR 函館バス 

25.4% 

1.8% 

2.8% 

3.1% 

42.3% 

42.1% 

59.4% 

1.4% 

8.8% 

18.8% 

100.0% 

28.2% 

47.4% 

18.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

徒歩 自転車 家族の送迎 JR 函館バス 

七飯町内 
（回答数=105） 

函館市 
（回答数=74） 

北斗市 
（回答数=47） 

その他 
（回答数=27） 



６１ 

 

【公共交通で困っていること】 

・「バスの運行便数が少なくて利用しづらい」が５４．５％と最も多く、次いで「イベント時

の帰宅にちょうど良い便がない」が４９．０％となっており、運行本数に課題を感じている

高校生が多い状況です。 

・なお、徒歩や自転車、家族の送迎で通学している生徒がバスの運行本数が少ないと感じてい

る割合が高い状況です。 

・便数だけでなく、移動に係る課題として「ＪＲ駅から高校までの移動が大変」が１８．３％

となっており、ＪＲ駅からの移動手段の検討も必要です。 

 

 
図 ３－４０ 公共交通で困っていること 
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 町民意見交換会 

 開催目的 

令和３年度に実施した各種調査結果及び七飯町地域公共交通の現況・問題点・課題を共有すると

ともに、七飯町地域公共交通活性化協議会で検討した「七飯町地域公共交通計画素案」の報告を実

施し、普段の移動状況の実態や、住民として実施してほしい地域公共交通施策などの意見をいただ

くことを目的に、町内４地区で実施しました。 

 

 当日概要 

開催地区 開催日時 参加者 

本町地区 令和４年７月４日（月） １７：００～ ２７名 

大川・大中山地区 令和４年７月５日（火） １０：００～ １７名 

藤城・峠下地区 令和４年７月５日（火） １４：００～ １９名 

大沼地区 令和４年７月４日（月） １４：００～ ２０名 

 

 町民意見交換会 議事 

① 買い物や通院などの日頃の生活移動について 

② 日頃の公共交通の利用状況について 

③ お住まいの地区に望ましい公共交通のあり方について 
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 町民意見交換会 開催結果概要 

【本町地区】 

◎買い物や通院などの日頃の生活移動について 

・買い物や通院は本町地区の施設で完結することが多い。 

・免許を返納しており、無積雪期は良いが、冬場の移動が大変。 

 

◎日頃の公共交通の利用状況について 

・本町地区では、団地に住んでいる方は困っている人が多い印象。 

 

◎本町地区に望ましい公共交通のあり方について 

・巡回バスの運行が望ましい。 

・坂が多いため、自宅からバス停まで行ける交通手段が必要。 

 

◎その他 

・施策にも位置付けられている通り、今回のような町民が集まる機会は、定期的に実施してい

ただきたい。 

・意見交換会に来られない方の意見も拾えるような工夫が必要。 

 

 

【大川・大中山地区】 

◎買い物や通院などの日頃の生活移動について 

・老人クラブの活動なども実施している大中山コモンに来るための手段が不足している。 

・アップル温泉まで行きたいが、自動車以外では、移動が難しい。 

 

◎日頃の公共交通の利用状況について 

・タクシーを利用することはあるが、運賃が高く、タクシー会社が発行している割引券は、と

ても助かっている一方で、タクシーを往復で利用することが難しい世帯もあり、配慮が必

要。また、家族送迎が見込めない独居世帯への配慮も必要。 

 

◎大川・大中山地区に望ましい公共交通のあり方について 

・現状よりは七飯町の地域公共交通が良くなる印象を受けたので、各施策について、ぜひ実現

していただきたい。 

 

◎その他 

・施策にも位置付けられているとおり、今回のような町民が集まる機会を、定期的に実施する

とともに、既存の集まりで話を聞くなど、より広く意見を拾えるようにしていただきたい。 

・施設利用者の増加に貢献する可能性もあるため、町民の行き先となっている施設から、協賛

金をいただくことも有効。 
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【藤城・峠下地区】 

◎買い物や通院などの日頃の生活移動について 

・町内会で、社会福祉協議会の車両を活用した買い物ボランティアを実施しており、買い物先

は本町地区である。 

・足腰が悪い方は、福祉有償運送などで移動している。 

 

◎日頃の公共交通の利用状況について 

・車がない人は、休みながら自宅とバス停間を移動している。 

・青葉台団地は公共交通で移動するには、非常に大変な地域。 

 

◎藤城・峠下地区に望ましい公共交通のあり方について 

・タクシー助成券の割引額は移動頻度なども想定し、極力、自己負担が軽減されるような仕組

みが望ましい。 

 

◎その他 

・観光客が利用できるような公共交通があると良い。 

・実証運行などについては、早めの実施、見直しを密に実施いただきたい。 

 

 

【大沼地区】 

◎買い物や通院などの日頃の生活移動について 

・買い物、通院などは本町地区が主な行き先。 

・週２回の沼っ子お出かけ号を活用している人もいる。 

・大沼地区では、日常生活の買い物先としてセブンイレブンくらいしかない。 

 

◎日頃の公共交通の利用状況について 

・タクシーで移動せざるを得ないときはあるが負担は大きい。 

 

◎大沼地区に望ましい公共交通のあり方について 

・軍川地域から、大沼駅や峠下周辺まで行くことができると、ありがたい。 

・路線バスで移動するには、往復運賃が高く、負担軽減はぜひ考えてほしい。 

・「沼っ子お出かけ号」を基本にしながら、実証運行・本格運行などの実施が望ましい。 

 

◎その他 

・施策にも位置付けられているとおり、今回のような町民が集まる機会は、定期的に実施して

いただきたい。 

・大沼地区は、公共交通に合わせて移動することが想定されるため、まずは実証運行などを始

めてみることが重要。 
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 現状・問題点及び課題の整理 
現況調査及び各種調査結果から得られた現状・問題点及び課題を以下に整理します。 

 

 地域及び公共交通の現状と課題 

 

 
  

現状 問題点 課題

・人口減少、少子高齢化の進行
・とりわけ大沼地区の高齢化が著し
い

▶
・高齢化により運転を控え、外出機
会が減少していることが想定される ▶

・七飯町で暮らし続けるための、利
用者ニーズに即した公共交通網の形
成が必要

・本町地区及び大中山地区に人口が
集中
・幹線道路から離れた箇所にも居住
地が広がっている

▶
・傾斜地が多く、ＪＲ駅やバス停ま
でのアクセスにおいて、徒歩や自転
車による移動が不便

▶

・生活関連施設（商業・医療・公共
施設など）の多くは、本町地区及び
大中山地区に集積

▶

・町内の生活関連施設と接続してい
るバス路線数が限定的 ▶

▶
・地形的にＪＲ駅やバス停までのア
クセス距離が遠い町民が市街地にも
多く存在

▶

▶
・町内移動におけるＪＲ及び路線バ
スの活用は難しい可能性がある ▶

・町民が公共交通を使おうと思う意
識醸成、利用頻度向上のための施策
が必要

・大沼地区においては、交通事業者
が独自に本町地区方面への移動支援
を実施
・町内ハイヤー事業者が独自に高齢
者割引などを実施

▶ ・今後の事業継続のあり方 ▶
・交通事業者の事業存続も含めた行
政支援のあり方の検討が必要

広
域
交
通

・ＪＲ及びバス路線ともに通勤・通
学時間帯の利用が多いことが想定 ▶

・日中時間帯の利用が少ないことが
想定 ▶

・広域交通であるＪＲや路線バスと
の接続性を確保した町内交通の整備
が必要

経
費

・交通支援策に要している経費は、
令和２年度実績で約６，４００万円 ▶

・全町民向けの施策は、路線バスの
維持のための負担金に限られている ▶

・民間の資源も活用し効率的に公共
交通網を形成することが必要

人
口

・各地区の特性を考慮した、利便性
の高い公共交通の導入が必要

都
市
機
能

・地域によっては、自動車やタク
シーなどの移動手段を利用しないと
施設までの移動が難しい

▶

町
内
交
通

・ＪＲ駅が５駅存在
・バス路線のほとんどが幹線道路を
中心とした運行
・ＪＲや路線バスを利用できる環境
下にある町民は約７割
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 各種調査結果から見える公共交通の現状・ニーズと課題 

 

 
  

課題

▶
・自動車に依存しなくてもよい公共
交通網の形成が必要

▶
・季節や居住地区に関係なく、送迎
に頼らずとも通学ができる町内移動
のあり方の検討が必要

▶
・広域交通による近隣自治体へのア
クセスの確保・維持

▶

▶

▶
・施設情報とあわせて移動手段に係
る情報提供体制の強化

▶
・既存交通資源を活用した周遊観光
手段の拡充

▶
・七飯町と函館市を結ぶ広域的な移
動手段の継続した確保

▶

▶

ニーズ

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

・通学時間帯における町内のＪＲ駅
やバス路線との接続の強化

・「ＪＲ駅から七飯高校までの移動が大変」、「休日の部活動等で七飯高校
までの移動が不便」と感じている

・アンケート回答者の運転意向は約４割と、今後高齢者が増加する中で、事
故のリスクが高まることが懸念

・通学時の移動実態として、夏期・冬期ともに「家族の送迎」が最も多い

・買い物先及び通院先において、七飯町内だけでなく、函館市も生活圏とし
て確立

・買い物及び通院時の移動実態として夏期では自動車が多いものの、冬期に
なると公共交通への転換がみられる ・バス停や駅といった交通結節点か

ら自宅までの移動手段（ラストマイ
ル交通）の検討が必要・「自宅近辺から目的地の近くまで行くことができる」、「利用したい時間

帯に運行している」交通を望む割合が高い

周
遊
観
光

ニ
ー

ズ
調
査

・「観光施設情報がより入手しやすくなること」や「観光施設までの案内表
示」、「町内観光地間を結ぶ交通手段」などが求められている

・町内各地区と本町地区を結ぶ移動
手段の確保
・町内移動のしやすさの創出に向け
たバス停位置の見直しやラストマイ
ル交通の検討

通
学
実
態
調
査

・「バスの運行便数が少なくて利用しづらい」、「普段と異なる時間に通学
する際に、ちょうど良い便がない」など便数についての意見が多い

▶

バ
ス
乗
降
調
査

・七飯町内を運行する路線バス利用者のうち、約４割は七飯町内のバス停で
乗降
・そのうち、七飯町と函館市間の移動が多くを占めている

・路線バスを利用した町内移動においては、町内各地区から本町地区まで移
動する動きが多い

・本町地区や大川・大中山地区内のバス停の利用が多い
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 七飯町地域公共交通計画の基本方針 
 基本方針 

 

 基本方針  
 

住民・事業者・行政が一体となって育てる、 

より使いやすく、持続可能な公共交通網の形成 

 

 方向性①町内交通資源を活用した公共交通網の形成  

 

 施策①：各地区の特性を踏まえた移動支援・負担軽減策の実施 

⇒各地区の生活関連施設間で利用しやすい既存公共交通を活用した移動支援を検討 

⇒各地区内で居住地が広く分布していることから、町内ハイヤーを活用した移動支援を検討 

⇒行き先については、生活関連施設のほか、バス停留所なども含め検討 

⇒公共交通が主な移動手段となっている高齢者などを対象とした運賃負担軽減策の検討 

※行き先や軽減額などは、地域意見及び事業者意見などをもとに検討 

【地区の中を巡回する路線定期運行や路線不定期運行（デマンド型交通）を中長期的に検討】 

 

施策②：本町市街地までのより利便性の高い移動手段の確保 

⇒藤城・峠下地区及び大沼地区から本町市街地までの移動手段の確保 

⇒町内交通事業者により大沼地区内の居住者向けにボランティアで運行されていた通院や

買い物等に利用できるバスを事業化し、公的資金の投入により、継続的な移動手段の確保を

検討 

⇒藤城・峠下地区においては、大沼地区においてボランティアで運行されていたバスを参考

に、新たな運行や既存運行形態の拡大を検討し、移動手段の確保を検討 

※行き先や運行時間帯などの具体的な運行内容については、地域意見及び事業者意見などを

もとに検討 

⇒町内の通学者においては、施策③⑦と連携した移動支援を検討 

 

施策③：利用しやすいバス停留所位置の見直し 

⇒現状の住宅地や施設位置などを踏まえた既存バス停留所位置の見直しの検討 

⇒バス停留所位置の見直しについては、函館バスや道路管理者などとの協議を踏まえ、実施

可能性も含めて検討 

 

 

 方向性②七飯町と生活圏自治体を結ぶ広域的な公共交通の確保・維持  

 

 施策④：広域的な移動の確保に向けた町内交通と広域交通の接続強化 

⇒施策①②の移動支援及び手段と町内のＪＲ駅や町内を運行する一般バス路線との接続を

強化 

⇒とりわけ、利用の多い通勤・通学時間帯における接続を強化 

 

施策⑤：新函館北斗駅へのアクセスの維持 

⇒新函館北斗駅を経由する一般バス路線の維持 

⇒施策⑦と連動した利用者数の確保 
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 方向性③公共交通の積極的な利用を促す施策・事業の展開  

 

 施策⑥：住民及び事業者との継続的な意見交換機会の創出 

⇒公共交通の利用者を主な対象とした利用者会議の開催 

⇒運行時間帯や運行形態などについて、意見をいただき、協議会への共有を行う体制を構築 

⇒事業者から定期的に公共交通の利用状況を共有いただき、協議会への報告を行う体制を構

築 

⇒施策①②③と連携し、施策内容や目標の見直しに活用 

 

施策⑦：公共交通の利用促進を目的とした定期的な情報配信 

⇒ＪＲやバス路線の運行ダイヤの変更に伴い、必要に応じた情報発信 

⇒広報等を通じて、公共交通の利用状況の共有や便利な取組などの共有 

⇒住民だけでなく、来訪者に向けた情報発信についても検討 

⇒モビリティ・マネジメントの実施 

 

 

 方向性④持続的な公共交通の確保・維持に向けた取組の継続  

 

 施策⑧：七飯町地域公共交通活性化協議会での評価・検証の継続した実施や見直し 

⇒年数回の開催を想定し、目標値等の評価を実施 

⇒将来を見据えた新たな公共交通サービスの調査・研究 
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 七飯町における地域公共交通網の将来像 

 



７０ 

 

 方向性の実現に向けた施策内容と評価指標の整理 
本章では、七飯町地域公共交通計画の基本方針に基づく方向性の実現に向けた施策の具体的な内容

と施策の推進状況を確認するための評価指標を設定するとともに、施策との関係を整理します。 

なお、施策実施スケジュールについては、本計画の計画期間である令和４年１０月から令和９年１０

月までのスケジュールを整理します。 

 

 施策内容と評価指標の整理 

方向性①：町内交通資源を活用した公共交通網の形成 

 

施策①：各地区の特性を踏まえた移動支援・負担軽減策の実施 

施 策 目 的 各地区において、公共交通の利用が難しい交通空白地域の解消を目的としていま

す。 

施策実施内容 ◎日常生活の足の確保が必要な高齢者などを対象としたハイヤー運賃負担軽減策を

実施します。運賃負担軽減の対象者及び軽減額については、計画作成後から検討を

行い、令和４年度中の実施を目指すとともに、利用状況を踏まえながら、適宜見直

しを行います。 

◎上記のほか、住民からの要望として挙げられた巡回バスの運行についても検討を進

めます。なお、運行の有効性について、住民ニーズと公共交通への公的資金投入額

など、多面的な検討が必要なことから、地区内を巡回する路線定期運行だけでなく、

路線不定期運行（デマンド型交通）など運行態様を含め、中長期的に検討を実施し

ます。 

◎国土交通省の地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内フィーダー系統確保

維持費国庫補助金）による持続的な施策の実施を目指します。 

施策実施主体 七飯町、町内交通事業者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討・実施 実施 実施 実施 実施 実施 
      

 

  



７１ 

 

施策②：本町市街地までのより利便性の高い移動手段の確保 

施 策 目 的 藤城・峠下地区及び大沼地区から本町市街地までの比較的に長距離の移動手段を確

保することを目的としています。 

施策実施内容 ◎藤城・峠下地区及び大沼地区から本町市街地までの継続的な移動手段を確保するた

め、町内交通事業者により大沼地区内の居住者向けにボランティアで運行されてい

た通院や買い物などに利用できるバスに公的資金を投入し、事業化に向けた検討を

行い、実施を目指すとともに、利用状況を踏まえながら、適宜見直しを行います。 

◎国土交通省の地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内フィーダー系統確保

維持費国庫補助金）による持続的な施策の実施を目指します。 

施策実施主体 七飯町、町内交通事業者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討 検討・実施 検討・実施 実施 実施 実施 
      

 

施策③：利用しやすいバス停留所位置の見直し 

施 策 目 的 路線バスを維持していくため、より利用しやすい環境とすることを目的としていま

す。 

施策実施内容 ◎既存バス停留所位置の見直し、路線バスをより利用しやすい環境の構築を検討しま

す。なお、見直しに当たっては、交通事業者や道路管理者、住民などと協議を行い、

実現可能性も含めた検討を実施します。 

施策実施主体 七飯町、交通事業者、道路管理者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 
      

 

  



７２ 

 

方向性②：七飯町と生活圏自治体を結ぶ広域的な公共交通の確保・維持 

 

施策④：広域的な移動の確保に向けた町内交通と広域交通の接続強化 

施 策 目 的 周辺自治体の関連する路線と町内交通との接続の強化による乗継環境の改善によ

り、利用者が増え、広域交通が維持されることを目的としています。 

施策実施内容 ◎施策①及び②で実施を予定している町内交通とＪＲ駅やバス停の接続を強化し、交

通事業者のダイヤ改正や通勤・通学状況を踏まえ、接続状況の検証などを行います。 

◎町内のＪＲ及びバス路線については、周辺自治体と関連する路線が多いことから、

今後、作成が予定されている道南地域の広域地域公共交通計画と連携を図り、自治

体間を跨ぐ広域的な公共交通の確保・維持に努めます。 

施策実施主体 七飯町、交通事業者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 
      

 

施策⑤：新函館北斗駅へのアクセスの維持 

施 策 目 的 広域的な移動において重要な交通拠点である新函館北斗駅と七飯町を結ぶ路線バ

スを維持し、住民や来訪者の移動手段の確保を目的としています。 

施策実施内容 ◎北海道新幹線はもとより、函館方面や札幌方面へのアクセス駅であり、七飯町を含

めた道南地域全体の広域的な交通ネットワークにおいて、非常に重要な起点である

ことから、施策④と同様に、今後、作成が予定されている道南地域の広域地域公共

交通計画と連携を図り、自治体間を跨ぐ広域的な公共交通の確保・維持に努めます。 

施策実施主体 七飯町、交通事業者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 
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方向性③：公共交通の積極的な利用を促す施策・事業の展開 

 

施策⑥：住民及び事業者との継続的な意見交換機会の創出 

施 策 目 的 公共交通の主たる利用者である住民、運行を担う交通事業者の意見を踏まえた、持

続可能な公共交通網の形成に向け、協働体制の確立を目的としています。 

施策実施内容 ◎定期的に住民意見を聴取する機会として、公共交通を利用いただいている住民を主

な対象とした「利用者会議」を開催します。また、利用者会議の開催以外にも、老

人クラブなどの既存の集まりを活用し、行政から住民意見を聞きに行く機会も創出

します。 

◎町内交通事業者においても、定期的に公共交通の利用状況を共有いただくととも

に、住民意見の共有を行い、住民ニーズに即した運行見直しへの対応可能性などを

協議し、七飯町地域公共交通活性化協議会と連携した体制を構築します。 

施策実施主体 七飯町、住民、交通事業者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 
      

 

施策⑦：公共交通の利用促進を目的とした定期的な情報配信 

施 策 目 的 町内にどのような交通があり、どれくらいのサービス水準かを“知ってもらう”こ

とによる公共交通の利用促進を目的としています。 

施策実施内容 ◎ＪＲやバス路線のダイヤ改正のほか、必要に応じて、町内公共交通の利用状況や便

利な取組などについても情報発信を図ります。情報を提供する媒体として、広報な

なえの活用や町ホームページなどを活用します。また、住民を対象とした情報発信

だけでなく、来訪者の公共交通利用に向けた情報発信方法についても検討します。 

施策実施主体 七飯町、住民、交通事業者 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 検討・実施 
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方向性④：持続的な公共交通の確保・維持に向けた取組の継続 

 

施策⑧：七飯町地域公共交通活性化協議会での評価・検証の継続した実施や見直し 

施 策 目 的 七飯町地域公共交通計画の継続的な推進に向け、七飯町地域公共交通活性化協議会

での評価・検証を着実に実施することを目的としています。 

施策実施内容 ◎七飯町地域公共交通活性化協議会での協議内容を尊重し、計画内容や施策内容、後

述する目標値を評価・検証するとともに、必要に応じて適宜見直しを行います。 

◎地域公共交通を取り巻く環境は絶えず変化していることから、将来の新たな公共交

通サービスを見据え、調査・研究を適宜行います。 

施策実施主体 七飯町地域公共交通活性化協議会 

施 策 実 施 

スケジュール 

令和４年 

10 月～ 

（2022） 

令和５年度 

 

（2023） 

令和６年度 

 

（2024） 

令和７年度 

 

（2025） 

令和８年度 

 

（2026） 

令和９年 

～10月 

（2027） 
      

実施 実施 実施 実施 実施 実施 
      

 

 

表 ５－１ 施策と評価指標の関係 

評価指標 
施策番号 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

標
準
指
標 

① 町内を運行するバス路線の利用者数   ○ ○ ○  ○ ○ 

② 町内ハイヤー事業者の利用者数 ○     ○ ○ ○ 

③ 
公的資金が投入されている新たな移動支

援事業の収支率 
○ ○  ○   ○ ○ 

④ 新たな移動支援事業への公的資金投入額 ○ ○     ○ ○ 

推
奨
指
標 

⑤ 地域内フィーダー系統の利用者数 ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

⑥ 
公共交通を数か月に１日以上利用する頻

度 
○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

選
択
指
標 

⑦ 意識醸成の場や意見交換機会の創出回数      ○ ○ ○ 

⑧ 公共交通に関する情報配信の周知回数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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 施策の持続的な実施に向けた目標設定 
本章では、施策の持続的な実施に向けた目標値を設定するとともに、評価実施スケジュールや測定方

法を整理します。これらの目標値については、本計画の推進状況に応じて、見直しの実施も含めた進捗

確認を行います。なお、本計画の計画期間は令和４年１０月から令和９年１０月までの５年間としてい

ますが、目標値の設定及び評価時期は年度ごとに設定します。 

 

 目標値、評価実施スケジュール及び測定方法 
 

表 ６－１ 評価指標の目標値、評価実施スケジュール及び測定方法 

評価指標 
単

位 

現況値 目標値 
目標値の 

測定方法 
令和３年度 

(2021) 

令和４年度 

(2022) 

令和５年度 

(2023) 

令和６年度 

(2024) 

令和７年度 

(2025) 

令和８年度 

(2026) 

標
準
指
標 

① 

町内を運行する

バス路線の利用

者数 

人/

年度 

711,000 

（※１） 
711,000 711,000 711,000 711,000 711,000 

交通事業者から

のデータ提供 

② 
町内ハイヤー事

業者の利用者数 

人/

年度 

168,652 

（※２） 
168,652 168,652 168,652 168,652 168,652 

町内ハイヤー事

業者からのデー

タ提供 

③ 

公的資金が投入

されている新た

な移動支援事業

の収支率 

％/

年度 
- 

町内交通の拡充を図る予定があるため、 

動向を踏まえながら収支率を記載 

交通事業者から

のデータ提供 

④ 

新たな移動支援

事業への公的資

金投入額 

千円

/年

度 

- 
町内交通の拡充を図る予定があるため、 

動向を踏まえながら公的資金投入額を記載 

七飯町地域公共

交通活性化協議

会事務局で把握 

推
奨
指
標 

⑤ 

地域内フィーダ

ー系統の利用者

数 

人/

年度 
- 

町内交通の拡充を図る予定があるため、 

動向を踏まえながら利用者数を記載 

交通事業者から

のデータ提供 

⑥ 

公共交通を数か

月に１日以上利

用する頻度 

％ 
23.6 

（※３） 

５年後の計画を見直す際に 

調査を実施します。 
30.0 

住民アンケート

調査 

選
択
指
標 

⑦ 

意識醸成の場や

意見交換機会の

創出回数 

回/

年度 
０ ２ ２ ２ ２ ２ 

七飯町地域公共

交通活性化協議

会事務局で把握 

⑧ 

公共交通に関す

る情報配信の周

知回数 

回/

年度 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

七飯町地域公共

交通活性化協議

会事務局で把握 

 

※１：令和３年度に実施した関係者ヒアリング調査で交通事業者から情報提供されたデータを現況値と

しています（５８ページ参照）。 

※２：令和２年度町内ハイヤー事業者輸送人員実績を現況値としています。 

※３：令和３年度に実施したアンケート調査の結果を現況値としています（４５ページ参照）。 
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 計画の推進体制 
本章では、計画推進状況の評価体制や、ＰＤＣＡサイクルによる評価・検証方法を整理します。 

 

 計画推進状況の評価推進体制 
計画推進状況は評価指標及び目標値に基づき、定期的なモニタリングを通じて、施策の実施効果や変

化する社会情勢との適合性等を検証・評価し、適宜・適切に計画の見直しを行うことが重要です。 

評価に当たっては、本計画の作成で協議を行ってきた七飯町地域公共交通活性化協議会で行うこと

とし、ＰＤＣＡサイクルにより評価・検証を行います。 

目標を実現するに当たっては、町や交通事業者のみならず、各種団体などを含めた地域住民の理解と

参加、協力が不可欠であり、地域の一人一人が主体的に考えて取り組むことが重要です。 

関係者の役割を明確化し、それぞれが主体的に実施することで、持続可能な公共交通網の形成を行い

ます。 

 

表 ７－１ 計画推進状況の評価体制（七飯町地域公共交通活性化協議会委員名簿） 

規約区分 所属 

1号委員 
国土交通省北海道運輸局函館運輸支局長の指

定する職にある職員 
国土交通省北海道運輸局函館運輸支局 

2号委員 
国土交通省北海道開発局函館開発建設部長の

指定する職にある職員 

国土交通省北海道開発局函館開発建設部 

道路計画課 

3号委員 
北海道渡島総合振興局長の指定する職にある

職員 

地域創生部地域政策課新幹線推進室 

函館建設管理部事業室道路課 

4号委員 
北海道警察函館方面函館中央警察署長の指定

する職にある職員 

北海道警察函館方面函館中央警察署 

交通第一課 

5号委員 一般乗用自動車運送事業者が組織する団体 一般社団法人函館地区ハイヤー協会  

6号委員 
一般乗合自動車運行事業者及び一般貸切自動

車運送事業者が組織する団体 
函館地区バス協会 

7号委員 事業用自動車の運転者が組織する団体 函館地区交通運輸産業労働組合協議会 

8号委員 
北海道旅客鉄道株式会社函館支社長の指名す

る職員 
北海道旅客鉄道株式会社函館支社 

9号委員 社会福祉法人七飯町社会福祉協議会 社会福祉法人七飯町社会福祉協議会 

10号委員 七飯町商工会 七飯町商工会 

11号委員 住民又は利用者を代表する者 

七飯町本町地区町内会連合会 

七飯町大中山連合町内会 

七飯町大沼地区連合町内会 

七飯町老人クラブ連合会 

12号委員 七飯町副町長 七飯町 

 

表 ７－２ 計画推進に向けた関係者の役割 

関係者 役 割 内 容 

地域住民 積極的な利用等 
公共交通の積極的な利用、利用促進策の積極的な実施、 

公共交通に対する改善策等の積極的な要望 

交通事業者 安全な運行等 
公共交通の安全な運行、運行実績等のモニタリングの

協力等 

七飯町 施策の検討・実施等 地域のニーズ把握、各種交通施策の実施、資金の調達等 

  



７７ 

 

 評価・検証に向けたＰＤＣＡサイクルの構築 
計画期間（５年間）における施策実施状況や目標達成状況の評価・検証を行う「大きなＰＤＣＡサイ

クル」と、毎年のモニタリングを中心とした「小さなＰＤＣＡサイクル」を組み合わせることで、計画

の達成に向けた継続的な改善を推進します。 

「小さなＰＤＣＡサイクル」では、目標値を基に施策の実施内容の改善・見直しを毎年行い、「大き

なＰＤＣＡサイクル」では、毎年の評価・検証を基に、令和９年１０月までに見直しを行うことを想定

しています。 

一方で、社会情勢等の変化などを柔軟に捉え、反映していく必要があることから、計画期間でも必要

に応じて計画内容の見直しを行います。 

 

 
図 ７－１ ＰＤＣＡサイクルによる評価・検証 
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